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　履修の手引の見方　

　この冊子は，全学科，全学年次生のための履修の手引です。この手引を見る際には，入学年度の
学部要覧とシラバス（Web上）を併せて参照してください。

　履修の手引は，次のように構成されています。

　　履修の手引の見方

　　Ａ　履　修　手　続

　　Ｂ　各学科共通科目

　　　Ⅰ　１年次生（２９年度カリキュラム）

　　　Ⅱ　２～４年次生（２９年度カリキュラム）

　　　Ⅲ　５～８年次生（２５年度カリキュラム）

　　Ｃ　各学科専門科目

　　Ｄ　単位認定制度 

　以上の項目とカリキュラム変更年度の関係は下表のとおりです。

　例えば，５～８年次生については，Ａの項目，ＢⅢの項目，Ｃの所属学科項目，Ｄの項目を読め

ばよいことになります。

履修の手引対象項目対象学年カリキュラムの呼称カリキュラムの変更年度

ＤＣＢⅠＡ１年次生２９年度カリキュラム平　成　２９　年　度

ＤＣＢⅡＡ２～４年次生２９年度カリキュラム平　成　２９　年　度

ＤＣＢⅢＡ５～８年次生２５年度カリキュラム平　成　２５　年　度
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　Ａ　履　修　手　続
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１　履修登録・授業の出席に必要なもの

２　履　修　条　件
　２９年度カリキュラム（１～４年次生）

　２５年度カリキュラム（５～８年次生）

　２９・２５年度カリキュラム共通

備　　考２年次生以上１年次生部　数書　　　類　　　等番号
○○１履修の手引１
○１合格表（各自の成績表）２
○○１授業時間割表３

○１ＩＤパスワード票４
○○１Web履修登録下書き用紙５

自動出欠管理に使用します○○１ＩＣカード　※６
※１～７年次生は「学生証」，８年次生は「キャンパスカード」

受講条件

　①　１年間に，前学期及び後学期を通じ，最大４８単位まで履修登録することができる。

　　　ただし，前年度の学業成績において，年間（年度）ＧＰＡが２．０以上の者は，本年度

は４８単位を越えて６０単位まで履修登録することができる。

　②　自主創造の基礎１・２，教職課程科目（専門教育科目を除く），臨床工学技士課程科目

（専門教育科目を除く）及び再履修科目は最大履修登録単位数には含まれない。

受講条件

　①　１年間に，前学期及び後学期を通じ，最大４９単位まで履修登録することができる。

　　　ただし，前年度の学業成績において，年間（年度）ＧＰＡが２．０以上の者は，次年度

は４９単位を越えて６０単位まで履修登録することができる。

　②　教職課程科目（専門教育科目を除く），臨床工学技士課程科目（専門教育科目を除く）

及びグローバルエンジニア関連科目は最大履修登録単位数には含まれない。

卒業研究履修条件

　　卒業研究を履修するためには，４年次生以上の学年始めに１００単位以上を修得していな

ければならない。また，その学年で卒業に必要な授業科目をすべて履修できることが必要

となる。
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３　履修上の注意
　　①　履修に当たっては，「学部要覧」，「履修の手引」，「シラバス（Ｗｅｂ上）」等を熟読し，履

修計画を立ててください。

　　②　履修登録していない授業は，原則として，授業を受けることも，定期試験を受験すること

もできませんので注意してください。

　　③　学科によって履修の順序と方法が定められている授業科目がありますので，それに従って

履修するようにしてください。また，必ずクラス割に従って履修してください。

　　④　上級学年次に設置されている授業科目は履修できません。

　　⑤　入学年度のカリキュラムによって履修できる授業科目が定められていますので，該当する

年度のカリキュラムに従って履修してください。

　　⑥　履修登録時には，「下書き」をしっかり作成し，この「下書き」により履修登録を行って

ください。必ず前学期と後学期の両学期の登録を行ってください。

　　⑦　履修を中止又は変更する場合には，定められた期間内に行ってください。
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４　履修登録（Web履修登録）までの流れ
　　①　１年次生はオリエンテーション，２年次生以上は学科の学年次別ガイダンスに必ず出席し

て，「学部要覧」，「履修の手引」，「授業時間割表」，「シラバス（Web上）」，学科教員の指導

等により，履修計画を立ててください。

　　②　本年度履修計画した授業科目を「履修登録用下書き用紙」に記入し，これを基に履修登録

期間内に履修登録（Web履修登録）を行ってください。

　　③　Web履修上で，履修申告した科目はコンピュータによりその場で処理されます。この際，

登録画面上にエラーが表示されている科目がある場合は，このエラー表示がなくなるまで履

修登録作業を繰り返し行ってください。

　　④　登録画面上にエラー表示がなく，正しく登録されたら下書き内容と登録内容が正しいか確

認してください。この際に，前学期と後学期に登録されていることを再度確認してください。

なお，確認後は必ず各自の登録授業時間割を印刷（プリントアウト）して保管してください。

　　⑤　履修登録が完了すると出欠管理システムにデータ連動され，各自が授業に出席する際に

リーダー機（出席自動読み取り機）に認識されます（履修登録されていない場合は認識され

ません）。なお，履修登録されていない授業科目は，休講・補講等のお知らせや講義連絡等

の情報がポータルサイトで取得できませんので，履修登録，確認は注意して行ってください。

【科目コードの見方】

科目コード

千　百　十　一 ０　共通　　１　土木　　２　建築　　３　機械

４　電気電子　　５　生命応用化学　　６　情報

８０００番台（25年度カリキュラム）

１００００番台（29年度カリキュラム）

○ ○ ○ ○
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1年次生
オリエンテーション

履修科目の選択

履修登録の流れ

履修計画

履修登録下書き用紙に記入

履修登録（Web履修登録）

登録画面上にエラーの表示
修
正なし あり

授業への出席を経て

登録授業時間割の印刷・保管

履修登録完了

履修中止科目なし履修中止手続き期間

（受講継続）

履修中止科目あり

履修中止手続き（ポータルサイト）

（履修中止）
※再履修科目の履修中止は
　認めません。

下書きと登録内容の一致を確認
（前学期，後学期とも登録されていること）

2年次生以上
学科の学年次別ガイダンス
成績（合格表）を確認

履修登録期間
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５　履修登録日程
　　　履修の登録，変更，中止はポータルサイトから各自のＰＣで学内外から期間内は登録可能で

す。ただし，深夜３：００～５：００はシステムのメンテナンスが入りますので登録できませ

ん。

　①　履修登録期間

　　　　２年次生以上　：　４月４日（土）５：００～４月６日（月）

　　　　１　　年　　次　　生　：　４月７日（火）クラス別に登録

　②　履修変更期間

　　　　前　　学　　期　：　４月８日（水）～４月２６日（日）

　　　　後　　学　　期　：　９月１８日（金）５：００～９月３０日（水）

　③　履修中止手続期間

　　　一定期間の授業後，履修を中止したい授業科目については履修中止手続きを行うことができ

ます。希望者は下記期間内にポータルサイトから履修中止手続きを行ってください。

　　　注意：履修中止科目は登録単位数に含まれます。

　　　　前　　学　　期　：　５月１８日（月）～５月２４日（日）

　　　　後　　学　　期　：　１０月１９日（月）～１０月２５日（日）

６　そ　の　他
　①　Web履修登録できない科目について

　　　登録画面上で履修登録できない科目がある場合は，教務課窓口に相談してください。

　②　９月卒業について（５年次生以上）

　　　前学期で卒業要件を充足し，卒業資格を得た学生は，９月３０日付けで学位記の交付を受ける

ことができます。前学期で卒業要件を充足する見込みがあり，学位記の交付を希望する学生は

下記期間内に教務課窓口に申請してください。

　　　　申 請 期 間 　：　７月１３日（月）～７月２０日（月）
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　Ｂ　各学科共通科目
　　Ⅰ　１年次生（２９年度カリキュラム）

一
年
次
生
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　１年次生の履修上の注意　
１　履修条件について
　　１年次の履修登録単位数の上限は４８単位です。ただし，「自主創造の基礎１・２」，教職課程科
目，再履修科目は除きます。

２　履修について
　①　教養科目の履修について
　　⑴　教養科目の履修については，受講を希望する科目の最初の授業に出席して，授業科目担当

者の指示を受けてください。
　　⑵　教職課程（教員免許状取得）を希望する学生は，「日本国憲法」が１年次に設置されてい

る場合，必ず履修してください。また，理科の免許状取得のためには，１年次で履修できる
「物理学実験及び演習」，「物理学Ⅰ」及び「物理学Ⅱ」を必ず履修してください。その他の
物理，化学科目もできるだけ多く履修してください。数学の免許状取得のためには，１年次で
履修できる場合は「工科系数学Ⅰ及び演習」，「工科系数学Ⅱ」及び「工科系数学Ⅲ」を必ず
履修してください。

　　　　詳細は４月に実施する教職課程ガイダンスで確認してください。
　②　体育科目の履修について
　　⑴　「体育・スポーツⅠ」，「体育・スポーツⅡ」は必修科目です。履修登録は，「体育・スポー

ツⅠ」の指定曜日・校時の第１回授業（運動用の衣服・靴は不要）において，スポーツ種目
の選択を行い，種目が確定してからWeb履修登録をしてください。

　　　　第１回授業は，５０号館（武道館の柔道場）で行います。
　　⑵　身体的理由で実技ができない場合は，第１回授業で教員に相談してください。

３　プレースメントテストによる習熟度別のクラス編成について
　①　対象授業科目

　②　履修手続き
　　　オリエンテーション期間中にプレースメントテストを行います。クラス編成はプレースメン
トテストの結果に配慮した上で行います。

ク　ラ　ス　表　記授　業　科　目　名科目分野

Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３
英語読解Ⅰ，英語読解Ⅱ
英語表現法Ⅰ，英語表現法Ⅱ
基礎英語

英　語

Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３工科系数学Ⅰ及び演習
工科系数学Ⅲ数　学

担当者名のクラスで受講化学Ⅰ，化学Ⅱ化　学
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一
年
次
生

　　⑴　英語
　　　　クラス編成は下表のとおりです。

　　⑵　数学
　　　ア　「工科系数学Ⅰ及び演習（前学期）」，「工科系数学Ⅲ（後学期）」のクラス編成はＭ１，Ｍ

２（生命応用化学科）の２クラス，もしくはＭ１～Ｍ３（土木工学科，建築学科，機械工
学科，電気電子工学科，情報工学科）の３クラスとします。「工科系数学Ⅲ（後学期）」は
「工科系数学Ⅰ及び演習（前学期）」で指定されたクラスと同じクラス（Ｍ１～Ｍ３）を
登録してください。
　生命応用化学科
　　Ｍ１：標準クラス，Ｍ２：基礎クラス
　土木工学科，建築学科，機械工学科，電気電子工学科，情報工学科
　　Ｍ１：発展クラス，Ｍ２：標準クラス，Ｍ３：基礎クラス

　　⑶　化学
　　　【生命応用化学科以外】
　　　　プレースメントテストの成績及び高校での化学Ⅰ履修歴調査を基にクラスを編成します。

指定された教員のクラスで履修登録をしてください。

　　　【生命応用化学科】
　　　　プレースメントテストの成績により２クラス編成で，前学期において「化学Ⅰ」及び「化

学Ⅱ」を履修してください。
　③　結果について
　　　オリエンテーションⅢ（４月７日）で，各自に「受講クラス通知表」を配布します。
　　　時間割表と各科目担当者の指示に従い，受講科目・クラス・教室をそれぞれ確認の上，Web
履修登録をしてください。

４　英語科目再履修について
　　「基礎英語」，「英語読解Ⅰ（前学期）」，「英語表現法Ⅰ（前学期）」に合格せず，後学期に再履
修する場合には，後学期の再履修科目登録ガイダンスの際に各自の所属学科に設置されている
「基礎英語（後学期）」，「英語読解Ⅰ（後学期）」，「英語表現法Ⅰ（後学期）」を履修登録してく
ださい。（ｐ．１１を参照のこと）

５　専門学科科目の履修について
　①　１年次設置の専門教育科目の中で，他学科の学生が履修できない科目は次のとおりです。
　　　　　土 木 工 学 科 ：「測量実習Ⅰ」
　　　　　建 築 学 科 ：「建築設計製図Ⅰ」，「建築設計製図Ⅱ」
　　　　　機 械 工 学 科 ：「基礎製図」，「数値計算リテラシー」
　　　　　電気電子工学科：「情報リテラシー」，「Ｃプログラミング及び演習」，「電気電子製作実習」

スタンダード・コースアドバンスト・コース
Ｅ２，Ｅ３Ｅ１土 木 工 学 科
Ｅ２，Ｅ３Ｅ１建 築 学 科
Ｅ２，Ｅ３Ｅ１機 械 工 学 科
Ｅ２，Ｅ３Ｅ１電気電子工学科
Ｅ２Ｅ１生命応用化学科
Ｅ２，Ｅ３Ｅ１情 報 工 学 科
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　　　　　情 報 工 学 科 ：「プログラミング入門及び演習」，「プログラミングの基礎及び演習」
　　　上記の他にも履修できない場合がありますので，事前に授業科目担当者に相談してください。
　②　専門教育科目の履修については，下表の担当者に相談してください。

　③　専門教育科目の履修方法，クラス分け等については，Ｃ　各学科専門科目の各学科１年次生
の欄又は各学年共通事項欄を確認してください。

　④　各自の所属学科に設置されている専門教育科目，工科系数学Ⅳ～Ⅶ及び技術英語で，同一名
称の科目が他学科の科目として設置されている場合，その科目を履修しても，各自の所属学科
に設置されている科目としては扱われませんので注意してください（所属学科の科目として履
修したい場合は，必ず所属学科に設置されている科目を履修してください）。なお，他学科の科
目を修得した場合は，総合選択単位として取り扱われます。

情報工学科生命応用化学科電気電子工学科機械工学科建築学科土木工学科学　科

大　山
６１号館３階
（３０３）

金　子
６１号館４階
（４０５）

小　林（以）
１４号館１階
（１１０）

道　山
１５号館２階
（２０２）

西　本
１０号館１階
（１０６）

小　熊
１０号館１階
（１０９）

廣　田
９号館３階
（３０８）

朝　岡
１６号館３階
（３０６）

担 当 者
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英語科目の履修について
〈前学期〉
　英語科目は，各自の「プレースメントテスト成績・受講クラス」の表を見て，Web履修登録をし

てください。

〈後学期〉
　以下の表で合格科目を確認した上で，履修変更が必要な場合は，後学期の履修変更期間に必要な

Web履修登録をしてください。

　なお，再履修科目の履修登録については，再履修科目登録ガイダンスの際にWeb履修登録を行っ

てください。

一
年
次
生

○：合格，×：不合格

××××○○○○基礎英語
前
学
期
の
科
目
合
格
状
況

××○○××○○英語読解Ⅰ

×○×○×○×○英語表現法Ⅰ

英
語
表
現
法
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅰ
・
Ⅱ

基
礎
英
語

英
語
表
現
法
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅰ
・
Ⅱ

基
礎
英
語

英
語
表
現
法
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅱ

基
礎
英
語

英
語
表
現
法
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅱ

基
礎
英
語

英
語
表
現
法
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
表
現
法
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
表
現
法
Ⅰ
・
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅱ

英
語
表
現
法
Ⅱ

英
語
読
解
Ⅱ

後
学
期
に
受
講
す
べ
き
科
目
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数学科目の履修について

　土木工学科，建築学科，電気電子工学科，生命応用化学科　

〈前学期〉
　「工科系数学Ⅰ及び演習」及び「工科系数学Ⅲ」を履修登録する場合，各自の「プレースメント

テスト成績・受講クラス」の表に従ってWeb履修登録をしてください。

　また，「工科系数学Ⅱ」については，１組であれば⑴，２組であれば⑵のクラスでWeb履修登録し

てください。

〈後学期〉
　前学期に不合格になった「工科系数学Ⅰ及び演習」は，後学期に再履修してください。なお，後

学期に再履修する場合，再履修科目登録ガイダンスの際にWeb履修登録を行ってください。

　機械工学科，情報工学科　

〈前学期〉
　「工科系数学Ⅰ及び演習」及び「工科系数学Ⅲ」を履修登録する場合，各自の「プレースメント

テスト成績・受講クラス」の表に従ってWeb履修登録をしてください。

　また，「工科系数学Ⅱ」については，学生番号によるＡ，Ｂ，Ｃのクラス割（別紙資料参照）で

Web履修登録してください。

〈後学期〉
　前学期に不合格になった「工科系数学Ⅰ及び演習」，「工科系数学Ⅱ」は，後学期に再履修してく

ださい。なお，後学期に再履修する場合，再履修科目登録ガイダンスの際にWeb履修登録を行って

ください。
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一
年
次
生

物理学科目の履修について

〈前学期〉　

　１年次に開講されている科目を『授業時間割表』のクラス分けに従って履修登録を行ってくださ

い。『授業時間割表』では，２つのクラスで開講している場合は⑴，⑵でそれぞれ１組，２組を表し

ます。また，３つのクラスで開講している場合はＡ，Ｂ，Ｃで各クラス（前学期ガイダンス時に配

付される別表参照）を表します。

　なお，物理学科目は「物理学実験及び演習」（必修），「物理学Ⅰ」（必修），「物理学Ⅱ」（選択），

「物理学Ⅲ」（選択），「物理学Ⅳ」（選択）の５科目ですが，学科によっては１年次では開講されず，

２年次に開講される科目があります。

　土木工学科，電気電子工学科，情報工学科　の場合

　「物理学実験及び演習」（必修），「物理学Ⅰ」（必修），「物理学Ⅱ」（選択），「物理学Ⅲ」（選択）

を履修登録してください。

　建築学科，生命応用化学科　の場合

　「物理学実験及び演習」（必修），「物理学Ⅰ」（必修），「物理学Ⅱ」（選択），「物理学Ⅳ」（選択）

を履修登録してください。

　機械工学科　の場合

　「物理学実験及び演習」（必修），「物理学Ⅰ」（必修），「物理学Ⅱ」（選択），「物理学Ⅲ」（選択），

「物理学Ⅳ」（選択）を履修登録してください。

〈後学期〉　

　全学科共通　

　前学期で「物理学Ⅰ」が不合格になった場合，後学期に開講される「物理学Ⅰ」を再履修してく

ださい。

　なお，再履修する場合，再履修科目ガイダンスに出席し，履修変更及び登録を行ってください。
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化学科目の履修について

　土木工学科，建築学科，機械工学科，電気電子工学科，情報工学科　

　「化学Ｉ」及び「化学Ⅱ」を履修登録する場合，以下の説明及び◇内の質問に「はい」，「いい

え」で答え，その結果に従ってWeb履修登録をしてください。

〈前学期〉
　「化学Ⅰ」及び「化学Ⅱ」を履修登録をする場合，各自の「プレースメントテスト成績・受講ク

ラス」の表に従ってWeb履修登録をしてください。

〈後学期〉

　生命応用化学科　

　指定されたクラスの「化学Ｉ」と「化学Ⅱ」を履修してください。これらの科目は，Web履修登

録をしてください。化学Ｉ又は化学Ⅱの単位を前学期で修得できなかった学生は，後学期に開講さ

れている生命応用化学科の「化学Ｉ」，「化学Ⅱ」を再履修してください。なお，後学期に再履修す

る場合，再履修科目登録ガイダンスの際にWeb履修変更を行ってください。

スタート

はい

いいえ前学期の化学Ⅰの単位は
合格しましたか？

後学期の化学Ⅱを指定された教員のクラスで受講してくださ
い。

後学期に開講されている化学Ⅰを再履修してください。な
お，後学期に再履修する場合，再履修科目登録ガイダンスの
際にWeb履修変更を行ってください。

土木：月１［小林（以）］
建築：月１［小林（以）］
機械：火１［平野］
電気電子：火１［平野］
情報：月２［平野］
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　Ｂ　各学科共通科目
　　Ⅱ　２〜４年次生（２９年度カリキュラム）
　　　　教 養 科 目 
　　　　外国語科目 
　　　　体 育 科 目 
　　　　自然科学科目

二
〜
四
年
次
生
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教養科目・外国語科目・体育科目・自然科学科目
下記の授業科目と修得単位数は卒業に必要な要件です。
　Ａ　教養科目
自主創造の基礎１（２単位）　自主創造の基礎２（２単位）　日本語表現法（２単位）
哲学Ⅰ（２単位）　哲学Ⅱ（２単位）　心理学Ⅰ（２単位）　心理学Ⅱ（２単位）
日本国憲法（２単位）　経済学Ⅰ（２単位）　経済学Ⅱ（２単位）
日本の文化（２単位）………留学生のみ履修できる。
の中から必修科目（自主創造の基礎１，自主創造の基礎２）を含めて１２単位以上を修得する。

　Ｂ　外国語科目
基礎英語（１単位）　英語読解Ⅰ（１単位）　英語読解Ⅱ（１単位）
英語表現法Ⅰ（１単位）　英語表現法Ⅱ（１単位）　
英語コミュニケーションⅠ（１単位）　英語コミュニケーションⅡ（１単位）
実用英語Ⅰ（１単位）　実用英語Ⅱ（１単位）　実用英語Ⅲ（１単位）　技術英語（１単位）
基礎日本語Ⅰ（１単位）　基礎日本語Ⅱ（１単位）
日本語講読Ⅰ（１単位）　日本語講読Ⅱ（１単位）………留学生のみ履修できる。

の中から必修科目を含めて，合計１０単位以上を修得する。

　Ｃ　体育科目
体育・スポーツⅠ（１単位）　体育・スポーツⅡ（１単位）
健康・スポーツ概論（２単位）
の中から必修科目（体育・スポーツⅠ，体育・スポーツⅡ）を含めて２単位以上を修得す
る。

　Ｄ　自然科学科目
工科系数学Ⅰ及び演習（３単位）　工科系数学Ⅱ（２単位）　工科系数学Ⅲ（２単位）
工科系数学Ⅳ（２単位）　工科系数学Ⅴ（２単位）　工科系数学Ⅵ（２単位）
工科系数学Ⅶ（２単位）　物理学Ⅰ（２単位）　物理学Ⅱ（２単位）　物理学Ⅲ（２単位）
物理学Ⅳ（２単位）　物理学実験及び演習（２単位）　化学Ⅰ（２単位）　化学Ⅱ（２単位）
化学実験及び演習（２単位）
の中から各学科で指定する必修科目・指定単位数以上を修得する。
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Ａ　教養科目
　①　教養科目の履修について
　　　教養科目は各学科の時間割に指定されているクラスで履修してください。
　②　再履修について
　　　教養科目を再履修する学生は，１～３年次生の各学科に開講されている時間割から履修して
ください。この場合，最初の授業に出席して授業科目担当者の指示に従ってください。ただし，
１～３年次生の受講者数や教室の収容人数等の理由で受講できない場合もあります。また，他
学科開講科目を履修する場合，上級学年の科目を履修することはできません。なお，教養科目
の時間割（ｐ．２８）を参考にしてください。

　③　「自主創造の基礎１」の再履修について
　　　後学期に開講されている，「自主創造の基礎１」を履修登録してください。

Ｂ　外国語科目
　①　外国語科目の履修について
　　　外国語科目は各学科の時間割に指定されているクラスで履修してください。
　　　a　英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ（２年次）
　　　　・下記の「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　クラス割表」により，自分の学生番号の属す

るクラスを履修登録してください。
　　　英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　クラス割表

　　　b　実用英語Ⅰ・Ⅱ（２年次）
　　　　・下記の「実用英語Ⅰ・Ⅱ　クラス割表」により，自分の学生番号の属するクラスを履修

登録してください。
　　　実用英語Ⅰ・Ⅱ　クラス割表

Ｅ３ＣＥ２ＣＥ１Ｃ
３１１１１１～　　　３１１０５６～３１１１１０３１１００１～３１１０５５土 木 工 学 科
３１２１５０～　　　３１２０７６～３１２１４９３１２００１～３１２０７５建 築 学 科
３１３１０８～　　　３１３０５４～３１３１０７３１３００１～３１３０５３機 械 工 学 科
３１４１３２～　　　３１４０６６～３１４１３１３１４００１～３１４０６５電気電子工学科

３１５０５５～　　　３１５００１～３１５０５４生命応用化学科
３１６１３０～　　　３１６０６６～３１６１２９３１６００１～３１６０６５情 報 工 学 科

＊Ｅ１Ｃ～Ｅ３Ｃは時間割表上の表記です。

Ｅ３ＪＥ２ＪＥ１Ｊ
３１１１１１～　　　３１１０５６～３１１１１０３１１００１～３１１０５５土 木 工 学 科
３１２１５０～　　　３１２０７６～３１２１４９３１２００１～３１２０７５建 築 学 科
３１３１０８～　　　３１３０５４～３１３１０７３１３００１～３１３０５３機 械 工 学 科
３１４１３２～　　　３１４０６６～３１４１３１３１４００１～３１４０６５電気電子工学科

３１５０５５～　　　３１５００１～３１５０５４生命応用化学科
３１６１３０～　　　３１６０６６～３１６１２９３１６００１～３１６０６５情 報 工 学 科

＊Ｅ１Ｊ～Ｅ３Ｊは時間割表上の表記です。

二
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　　　c　実用英語Ⅲ（３年次）
　　　　・下記の「実用英語Ⅲ　クラス割表」により，自分の学生番号の属するクラスを履修登録

してください。
　　　実用英語Ⅲ　クラス割表

　　　d　技術英語
　　　　　各自の所属学科に設置されている科目を必ず履修してください。他学科の科目を修得し

た場合，総合選択単位として取り扱われます。
　②　再履修について
　　　a　「基礎英語」，「英語読解Ⅰ・Ⅱ」，「英語表現法Ⅰ・Ⅱ」（１年次）
　　　　　この科目の再履修を希望する学生は，原則として各自の学科に開講されているクラスを

履修登録してください。
　　　　　ただし，アドバンスト・コースは受講できません。
　　　　　なお，後学期開講の「基礎英語」，「英語読解Ⅰ」及び「英語表現法Ⅰ」の再履修につい

てはｐ．９を参照してください。
　　　b　前学期開講の「英語読解Ⅱ」，「英語表現法Ⅱ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。
　　　c　後学期開講の「英語コミュニケーションⅠ」，「実用英語Ⅰ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。
　　　d　前学期開講の「英語コミュニケーションⅡ」，「実用英語Ⅱ」（３年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。
　　　e　後学期開講の「実用英語Ⅲ」（３年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。

Ｃ　体育科目
　①　「健康・スポーツ概論」（３年次）の履修を希望する学生は，各学科に設置されている授業を
受講してください。

　②　「体育・スポーツⅠ」，「体育・スポーツⅡ」の再履修について
　　⑴　「体育・スポーツⅠ」及び「体育・スポーツⅡ」を再履修する場合は，再履修希望日の第

１回授業（運動用の衣服・靴は不要）に出席してください。
　　⑵　前学期に開講される「体育・スポーツⅠ」のみを再履修する場合は，再履修希望日の第１

回授業に出席してください。第１回授業は５０号館（武道館の柔道場）で行います。
　　⑶　後学期に開講される「体育・スポーツⅡ」のみを再履修する場合は，履修者数を調整する

都合上，前学期の希望曜日・校時に開講される「体育・スポーツⅠ」の第１回授業に出席し
てください。その際，種目選択の抽選を行います。ただし，当日，他の授業を受講していて，

Ｅ４ＪＥ３ＪＥ２ＪＥ１Ｊ
３０１１２１～　　　３０１０６１～３０１１２０３０１００１～３１１０６０土 木 工 学 科

３０２１６５～　　　３０２１１０～３０２１６４３０２０５５～３０２１０９３０２００１～３１２０５４建 築 学 科
３０３１２０～　　　３０３０６０～３０３１１９３０３００１～３０３０５９機 械 工 学 科
３０４１１９～　　　３０４０５９～３０４１１８３０４００１～３０４０５８電気電子工学科

３０５０４９～　　　３０５００１～３０５０４８生命応用化学科
３０６１４６～　　　３０６０７３～３０６１４５３０６００１～３０６０７２情 報 工 学 科

＊Ｅ１Ｊ～Ｅ４Ｊは時間割表上の表記です。
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「体育・スポーツⅠ」（前学期）の第１回授業に参加できない場合は，事前に後掲の科目担
当者表にある体育担当者に連絡して指示を受けてください。種目選択が確定した後，Web履
修登録をしてください。

Ｄ　自然科学科目
　①　自然科学科目の履修について
　　　自然科学科目の履修は各学科に設置されている科目を履修してください。
　②　再履修について
　　　自然科学科目を再履修する学生は次のとおりです。

指　示　事　項問い合わせ先授　業　科　目

１年次または２年次に開講している科目を履修してください。
原則，自分が所属する学科のクラスを受講しますが，時間割上
都合がつかない場合には他学科のクラスを受講することができ
ます。その場合，受講希望クラスの担当者に申し出て，許可を
得てください。

荒木田
工科系数学Ⅰ及び演習
工 科 系 数 学 Ⅱ
工 科 系 数 学 Ⅲ

所属学科の１年次または２年次に開講している科目を履修して
ください。神　馬

物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ
物 理 学 Ⅲ
物 理 学 Ⅳ
物理学実験及び演習

「化学Ⅰ・Ⅱ」の再履修は指定のクラスで受講してください。
【土木】
化学Ⅰ・Ⅱ：他学科開設の「化学Ⅰ・Ⅱ」は履修できません。土木

工学科に開設されている「化学Ⅰ・Ⅱ」を履修してく
ださい。

　　　　化学Ⅰ：前学期・火１［石原］
　　　　化学Ⅱ：後学期・月１［佐藤（公）］
化学実験及び演習：１年次の前学期又は後学期に開講している土木

工学科に設置された「化学実験及び演習」を履修して
ください。

【建築，機械，電気，情報】
化学Ｉ：前学期開講の各自の学科に設置された「化学Ⅰ」を以

下の担当者で履修してください。
　　　　建築：月１［市川］，機械：月１［佐藤（公）］，
　　　　電気：火１［児玉］，情報：月２［山岸（賢）］
化学Ⅱ：後学期開講の各自の学科に設置された「化学Ⅱ」を以

下の担当者で履修してください。
　　　　建築：月１［佐藤（公）］，機械：火１［小林（以）］，
　　　　電気：火１［小林（以）］，情報：月２［小林（厚）］
化学実験及び演習：１年次の前学期又は後学期に開講している各自

の学科に設置された「化学実験及び演習」を履修して
ください。

【生命応用】
化学Ⅰ・Ⅱ：生命応用化学科に開講の前学期又は後学期の該当科目

を履修することができますが，前学期の場合はいずれ
かひとつの履修を希望したとしても「化学Ⅰ」と「化
学Ⅱ」の両方を履修しなければいけません（担当のク
ラスで履修してください）。後学期の場合は不合格に
なった科目のみ履修することができます。

化学実験及び演習：生命応用化学科の後学期に開講している「化学
実験及び演習」，火曜の午前又は午後のいずれかを履
修してください。

小林（以）
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
化学実験及び演習

二
〜
四
年
次
生



－　２０　－

Ｅ　その他
　①　他学科設置科目の専門科目の履修について

　　⑴　実験・実習及び製図系の授業科目は履修できません。これ以外の科目についても履修でき

ない場合がありますので，事前に授業科目担当者に相談してください。

　　⑵　各自の所属学科に設置されている専門教育科目，工科系数学Ⅳ～Ⅶ及び技術英語で，同一

名称の科目が他学科の科目として設置されている場合，その科目を履修しても，各自の所属

学科に設置されている科目としては扱われませんので注意してください（所属学科の科目と

して履修したい場合は，必ず所属学科に設置されている科目を履修してください）。なお，他

学科の科目を修得した場合は，総合選択単位として取り扱われます。

　　⑶　他学科で専門教育科目を履修する場合，定期試験の際には試験日が重複することがありま

すので，この場合は掲示等で確認して，期間内に教務課窓口に申し出てください。

　②　やむを得ず，指定日以降に履修登録又は問い合わせをする学生は，以下の担当者の指示を受

けてください。

　③　「時間割」に関する注意事項

　　　１年次の時間割表で，前学期と同一名称の科目が，後学期にも設置されています。それらの

科目を履修する際は，必ず各科目分野の担当教員に確認のうえ登録し，履修してください。

担　当　者科目分野

菅　　　原（５５号館５階）教　　　　　　養

　　金　　（５５号館７階）英 語外
国
語

佐久間（智）（５５号館７階）体　　　　　　育

荒　木　田（５５号館６階）数 学自
然
科
学
科
目

神　　　馬（１０号館２階）物 理 学

小　林（以）（１４号館１階）化 学



－　２１　－

　Ｂ　各学科共通科目
　　Ⅲ　５〜８年次生（２５年度カリキュラム）
　　　　教 養 科 目 
　　　　外国語科目 
　　　　体 育 科 目 
　　　　基 礎 科 目 
　　　　自然科学科目

五
〜
八
年
次
生



－　２２　－

教養科目・外国語科目・体育科目・基礎科目・自然科学科目
下記の授業科目と修得単位数は卒業に必要な要件です。
　Ａ　教養科目
文学（２単位）　日本語表現法（２単位）　哲学Ⅰ（２単位）　哲学Ⅱ（２単位）
心理学Ⅰ（２単位）　心理学Ⅱ（２単位）　歴史学（２単位）　法学（２単位）
憲法（２単位）　政治学Ⅰ（２単位）　政治学Ⅱ（２単位）　経済学Ⅰ（２単位）
経済学Ⅱ（２単位）
日本の文化（２単位）………留学生のみ履修できる。
の中から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………１０単位以上

　Ｂ　外国語科目
英語読解Ⅰ（１単位）　英語読解Ⅱ（１単位）　英語表現法Ⅰ（１単位）
英語表現法Ⅱ（１単位）　英語講読Ⅰ（１単位）　英語講読Ⅱ（１単位）
英語コミュニケーションⅠ（１単位）　英語コミュニケーションⅡ（１単位）
TOEICⅠ（１単位）　TOEICⅡ（１単位）　TOEICⅢ（１単位）　TOEICⅣ（１単位）
ドイツ語入門（１単位）　基礎ドイツ語Ⅰ（１単位）　基礎ドイツ語Ⅱ（１単位）
中国語Ⅰ（１単位）　中国語Ⅱ（１単位）
基礎日本語Ⅰ（１単位）　基礎日本語Ⅱ（１単位）
日本語講読Ⅰ（１単位）　日本語講読Ⅱ（１単位）………留学生のみ履修できる。

の中から必修科目（英語読解Ⅰ，英語読解Ⅱ，英語表現法Ⅰ，英語表現法Ⅱ）を含めて，
英語７単位以上，合計１０単位以上を修得する。

　Ｃ　体育科目
体育・スポーツⅠ（１単位）　体育・スポーツⅡ（１単位）
健康・スポーツ概論（２単位）
の中から必修科目（体育・スポーツⅠ，体育・スポーツⅡ）を含めて　………２単位以上

　Ｄ　基礎科目
日本語表現基礎（２単位）　基礎の数学（２単位）　基礎の物理学（２単位）
基礎の化学（２単位）
（生命応用化学科のみ，必修科目（基礎の化学）を含めて２単位以上を修得する）

　Ｅ　自然科学科目
力と運動の物理学Ⅰ（２単位）　物理学実験（１単位）　力と運動の物理学Ⅱ（２単位）
熱とエントロピーの物理学（２単位）　電気と磁気の物理学（２単位）　化学Ⅰ（２単位）
化学Ⅱ（２単位）　化学実験（１単位）　微分Ⅰ（２単位）　微分Ⅱ（２単位）
積分（２単位）　行列・行列式（２単位）
の中から各学科で指定する必修科目を含めて　　　　　　　　　　　　………１４単位以上



－　２３　－

Ａ　教養科目
　①　教養科目の履修について
　　　教養科目は各学科の時間割に指定されているクラスで履修してください。
　②　再履修について
　　　教養科目を再履修する学生は，１～３年次生の各学科に開講されている時間割から履修して
ください。この場合，最初の授業に出席して授業科目担当者の指示に従ってください。ただし，
１～３年次生の受講者数や教室の収容人数等の理由で受講できない場合もあります。教養科目
の時間割（ｐ．２８）を参考にしてください。

Ｂ　外国語科目
　外国語科目の再履修について
　　英語
　　　a　「英語読解Ⅰ・Ⅱ」，「英語表現法Ⅰ・Ⅱ」（１年次）
　　　　　この科目の再履修を希望する学生は，原則として各自の学科に開講されているクラスを

履修登録してください。
　　　　　ただし，アドバンスト・コースは受講できません。
　　　　　なお，後学期開講の「英語読解Ⅰ」及び「英語表現法Ⅰ」の再履修についてはｐ．９を参

照してください。
　　　b　前学期開講の「英語読解Ⅱ」，「英語表現法Ⅱ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。
　　　c　「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されているクラスを履修登録してください。
　　　d　「TOEICⅠ・Ⅱ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されている「実用英語Ⅰ・Ⅱ」のクラスを

履修登録してください。
　　　e　後学期開講の「英語コミュニケーションⅠ」，「TOEICⅠ」（２年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されている「英語コミュニケーションⅠ」，

「実用英語Ⅰ」のクラスを履修登録してください。
　　　f　前学期開講の「英語コミュニケーションⅡ」，「TOEICⅡ」（３年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されている「英語コミュニケーションⅡ」，

「実用英語Ⅱ」のクラスを履修登録してください。
　　　g　「TOEICⅢ」（３年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されている前・後学期の「実用英語Ⅲ」の

クラスを履修登録してください。
　　　h　「英語講読Ⅰ・Ⅱ」（４年次）
　　　　　授業時間割表を参照の上，各自の学科に開講されている「英語講読ⅠＢ・ⅡＢ」のクラ

スを履修登録してください。

五
〜
八
年
次
生



－　２４　－

Ｃ　体育科目
　①　「健康・スポーツ概論」（３年次）の履修を希望する学生は，各学科に設置されている授業を
受講してください。

　②　「体育・スポーツⅠ」，「体育・スポーツⅡ」の再履修について
　　⑴　「体育・スポーツⅠ」及び「体育・スポーツⅡ」を再履修する場合は，再履修希望日の第

１回授業（運動用の衣服・靴は不要）に出席してください。
　　⑵　前学期に開講される「体育・スポーツⅠ」のみを再履修する場合は，再履修希望日の第１

回授業に出席してください。第１回授業は５０号館（武道館の柔道場）で行います。
　　⑶　後学期に開講される「体育・スポーツⅡ」のみを再履修する場合は，履修者数を調整する

都合上，前学期の希望曜日・校時に開講される「体育・スポーツⅠ」の第１回授業に出席し
てください。その際，種目選択の抽選を行います。ただし，当日，他の授業を受講していて，
「体育・スポーツⅠ」（前学期）の第１回授業に参加できない場合は，事前に後掲の科目担
当者表にある体育担当者に連絡して指示を受けてください。種目選択が確定した後，Web履
修登録をしてください。

Ｄ　基礎科目
　再履修について
　　基礎の化学
　　　生命応用化学科の学生以外は履修できません。生命応用化学科の学生が再履修する場合は，
生命応用化学科に開講されている「基礎の化学Ｂ」［沼田］を履修してください。

　　　履修者は前学期ガイダンス中に担当者（沼田）まで連絡してください。



－　２５　－

Ｅ　自然科学科目
　①　自然科学科目の履修について
　　　自然科学科目の履修は各学科に設置されている科目を履修してください。
　②　再履修について
　　　自然科学科目を再履修する学生は次のとおりです。

指　示　事　項問い合わせ先授　業　科　目

「微分Ⅰ」については，１年次に設置された「工科系数学Ⅰ及び
演習」を，「積分」については，１年次または２年次に設置され
た「工科系数学Ⅲ」を，「行列・行列式」については，１年次に
設置された「工科系数学Ⅱ」を履修してください。

荒木田

微 分 Ⅰ
微 分 Ⅱ
積 分
行 列 ・ 行 列 式

「カリキュラム変更による授業科目対応表（p.２７）」に注意し，所
属学科の１年次または２年次に開講している科目を履修してく
ださい。

神　馬

力と運動の物理学Ⅰ
力と運動の物理学Ⅱ
電気と磁気の物理学
熱とエントロピーの物理学
物 理 学 実 験

「化学Ⅰ・Ⅱ」の再履修は指定のクラスで受講してください。
【土木】
化学Ⅰ・Ⅱ：他学科開設の「化学Ⅰ・Ⅱ」は履修できません。土木

工学科に開設されている「化学Ⅰ・Ⅱ」を履修してく
ださい。

　　　　化学Ⅰ：前学期火１［石原］
　　　　化学Ⅱ：後学期月１［佐藤（公）］
化学実験：１年次の前学期又は後学期に開講している土木工学科

に設置された「化学実験及び演習」を履修してください。
【建築，機械，電気，情報】
化学Ｉ：前学期開講の各自の学科に設置された「化学Ⅰ」を以

下の担当者で履修してください。
　　　　建築：月１［市川］，機械：月１［佐藤（公）］，
　　　　電気：火１［児玉］，情報：月２［山岸（賢）］
化学Ⅱ：後学期開講の各自の学科に設置された「化学Ⅱ」を以

下の担当者で履修してください。
　　　　建築：月１［佐藤（公）］，機械：火１［小林（以）］，
　　　　電気：火１［小林（以）］，情報：月２［小林（厚）］
化学実験：１年次の前学期又は後学期に開講している各自の学科

に設置された「化学実験及び演習」を履修してください。
【生命応用】
化学Ⅰ・Ⅱ：生命応用化学科に開講の前学期又は後学期の該当科目

を履修することができますが，前学期の場合はいずれ
かひとつの履修を希望したとしても「化学Ⅰ」と「化
学Ⅱ」の両方を履修しなければいけません（担当のク
ラスで履修してください）。後学期の場合は不合格に
なった科目のみ履修することができます。

化学実験：生命応用化学科の後学期に開講している「化学実験及
び演習」，火曜の午前又は午後のいずれかを履修して
ください。

小林（以）
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
化 学 実 験

五
〜
八
年
次
生



－　２６　－

Ｆ　その他
　①　他学科設置科目の専門科目の履修について

　　⑴　実験・実習及び製図系の授業科目は履修できません。これ以外の科目についても履修でき

ない場合がありますので，事前に授業科目担当者に相談してください。

　　⑵　各自の所属学科に設置されている専門教育科目，工科系数学Ⅳ～Ⅶ（２９カリ）及び技術英

語（２９カリ）で，同一名称の科目が他学科の科目として設置されている場合，その科目を履

修しても，各自の所属学科に設置されている科目としては扱われませんので注意してくださ

い（所属学科の科目として履修したい場合は，必ず所属学科に設置されている科目を履修し

てください）。なお，他学科の科目を修得した場合は，総合選択単位として取り扱われます。

　　⑶　他学科で専門教育科目を履修する場合，定期試験の際には試験日が重複することがありま

すので，この場合は掲示等で確認して，期間内に教務課窓口に申し出てください。

　②　やむを得ず，指定日以降に履修登録又は問い合わせをする学生は，以下の担当者の指示を受

けてください。

　③　「時間割」に関する注意事項

　　　１年次の時間割表で，前学期と同一名称の科目が，後学期にも設置されています。それらの

科目を履修する際は，必ず各科目分野の担当教員に確認のうえ登録し，履修してください。

担　当　者科目分野

菅　　　原（５５号館５階）教　　　　　　養

　　金　　（５５号館７階）英 語外
国
語

佐久間（智）（５５号館７階）体　　　　　　育

荒　木　田（５５号館６階）数 学自
然
科
学
科
目

基
礎
科
目

神　　　馬（１０号館２階）物 理 学

小　林（以）（１４号館１階）化 学
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備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

開講しない　・・・・・・・・・・２文学８００１１
２日本語表現法１０００８１２日本語表現法８００２１
２哲学Ⅰ１０００９１２哲学Ⅰ８００３１
２哲学Ⅱ１００１０１２哲学Ⅱ８００４１
２心理学Ⅰ１００１１１２心理学Ⅰ８００５１
２心理学Ⅱ１００１２１２心理学Ⅱ８００６１

開講しない　・・・・・・・・・・２法学８００９１
２日本国憲法１００１３１２憲法８０１０１

開講しない　・・・・・・・・・・２政治学Ⅰ８０１１１
開講しない　・・・・・・・・・・２政治学Ⅱ８０１２１

２経済学Ⅰ１００１４１２経済学Ⅰ８０１３１
２経済学Ⅱ１００１５１２経済学Ⅱ８０１４１
１英語読解Ⅰ１００１８１１英語読解Ⅰ８０２１１
１英語読解Ⅱ１００１９１１英語読解Ⅱ８０２２１
１英語表現法Ⅰ１００２０１１英語表現法Ⅰ８０２３１
１英語表現法Ⅱ１００２１１１英語表現法Ⅱ８０２４１

開講しない・・・・・・・・・・１ドイツ語入門８０３３１
１基礎日本語Ⅰ１００３３１１基礎日本語Ⅰ８０３８１
１基礎日本語Ⅱ１００３４１１基礎日本語Ⅱ８０３９１
１体育・スポーツⅠ１００３７１１体育・スポーツⅠ８０５２１
１体育・スポーツⅡ１００３８１１体育・スポーツⅡ８０５３１

開講しない　・・・・・・・・・・１日本語表現基礎８０６１１
開講しない・・・・・・・・・・２基礎の数学８０６２１
開講しない・・・・・・・・・・２基礎の物理学８０６３１
開講しない・・・・・・・・・・２基礎の化学８０６４１

３工科系数学Ⅰ及び演習１００４０１２微分Ⅰ８０７１１
開講しない・・・・・・・・・・２微分Ⅱ８０７２１

２工科系数学Ⅲ１００４２１２積分８０７３１
２工科系数学Ⅱ１００４１１２行列・行列式８０７４１
２物理学Ⅰ１００５８１２力と運動の物理学Ⅰ８０７５１
２物理学Ⅱ１００５９１２力と運動の物理学Ⅱ８０７６１
２物理学Ⅲ１００６０１２電気と磁気の物理学８０７７１
２物理学Ⅳ１００６１１２熱とエントロピーの物理学８０７８１
２物理学実験及び演習１００６２１１物理学実験８０７９１
２化学Ⅰ１００６３１２化学Ⅰ８０８０１
２化学Ⅱ１００６４１２化学Ⅱ８０８１１
２化学実験及び演習１００６５１１化学実験８０８２１
２日本の文化１００１６２２日本の文化８００８２

４年次開講の「英語講読ⅠB」を履修すること・・・・・・・・・・１英語講読Ⅰ８０２５２
４年次開講の「英語講読ⅡB」を履修すること・・・・・・・・・・１英語講読Ⅱ８０２６２

１英語コミュニケーションⅠ１００２２２１英語コミュニケーションⅠ８０２７２
１英語コミュニケーションⅡ１００２３２１英語コミュニケーションⅡ８０２８２
１実用英語Ⅰ１００２４２１TOEICⅠ８０２９２
１実用英語Ⅱ１００２５２１TOEICⅡ８０３０２

開講しない　・・・・・・・・・・　１基礎ドイツ語Ⅰ８０３４２
開講しない　・・・・・・・・・・　１基礎ドイツ語Ⅱ８０３５２
開講しない・・・・・・・・・・１中国語Ⅰ８０３６２
開講しない・・・・・・・・・・１中国語Ⅱ８０３７２

１日本語講読Ⅰ１００３５２１日本語講読Ⅰ８０４０２
１日本語講読Ⅱ１００３６２１日本語講読Ⅱ８０４１２

開講しない　・・・・・・・・・・２歴史学８００７３
１実用英語Ⅲ１００２６３１TOEICⅢ８０３１３

開講しない・・・・・・・・・・１TOEICⅣ８０３２３
２健康・スポーツ概論１００３９３２健康・スポーツ概論８０５１３

新設科目につき代替履修できない２自主創造の基礎１１０００１１・・・・・・・・・・
新設科目につき代替履修できない１基礎英語１００１７１・・・・・・・・・・

カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

学科により開講学年は異なります

五
〜
八
年
次
生
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教養科目時間割（１〜３年次生）

５４３２１校時
曜日

前学期
月
後学期

［土木２年］
哲 学 Ⅰ

［機械１年］
日 本 語 表 現 法
哲 学 Ⅰ

［情報２年］
哲 学 Ⅰ
心 理 学 Ⅰ

前学期

火
［土木２年］

哲 学 Ⅱ
［機械１年］

哲 学 Ⅱ

［情報２年］
哲 学 Ⅱ
心 理 学 Ⅱ

後学期

［建築３年］
哲 学 Ⅰ
［共通２年］

日 本 の 文 化

［電気電子２年］
経 済 学 Ⅰ

［土木１年］
日 本 国 憲 法
経 済 学 Ⅰ
［電気電子２年］
心 理 学 Ⅰ

前学期

水

［建築３年］
哲 学 Ⅱ

［電気電子２年］
経 済 学 Ⅱ

［土木１年］
日 本 語 表 現 法
経 済 学 Ⅱ
［電気電子２年］
心 理 学 Ⅱ

［生命応用１年］
哲 学 Ⅱ
経 済 学 Ⅱ

後学期

［共通１年］
自主創造の基礎１

［建築２年］
経 済 学 Ⅰ

［生命応用２年］
日 本 語 表 現 法
心 理 学 Ⅰ

前学期

木
［建築２年］

経 済 学 Ⅱ

［生命応用２年］
日 本 国 憲 法
心 理 学 Ⅱ

後学期

［電気電子１年］
哲 学 Ⅰ

［生命応用１年］
哲 学 Ⅰ
経 済 学 Ⅰ

［建築１年］
日 本 語 表 現 法
心 理 学 Ⅰ
［情報１年］

日 本 国 憲 法
経 済 学 Ⅰ

［土木３年］
心 理 学 Ⅰ
［建築２年］

日 本 国 憲 法
［機械３年］

心 理 学 Ⅰ
経 済 学 Ⅰ
［電気電子３年］
日 本 語 表 現 法

前学期

金

［機械２年］
日 本 国 憲 法
［電気電子１年］
哲 学 Ⅱ

［建築１年］
心 理 学 Ⅱ
［情報１年］

日 本 語 表 現 法
経 済 学 Ⅱ

［土木３年］
心 理 学 Ⅱ
［機械３年］

心 理 学 Ⅱ
経 済 学 Ⅱ
［電気電子３年］
日 本 国 憲 法

後学期
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　Ｃ　各学科専門科目

　　　　土 木 工 学 科 
　　　　建 築 学 科 
　　　　機 械 工 学 科 
　　　　電気電子工学科
　　　　生命応用化学科
　　　　情 報 工 学 科 
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１　土　木　工　学　科

Ⅰ　１年次生

　１　下記の相互関連科目は，履修初年度には同時に履修してください。

　　　「測量学Ⅰ」－「測量実習Ⅰ」

Ⅱ　２年次生以上

　１　社会基盤デザインコースと環境デザインコースの選択は，２年次進級時（４月）に行います。

　２　下記の相互関連科目は，履修初年度には同時に履修してください。

　　　「構造解析学Ⅰ及び演習」－「構造解析学Ⅱ及び演習」

　　　「水理学Ⅰ及び演習」－「水理学Ⅱ及び演習」

　　　「地盤工学Ⅰ及び演習」－「地盤工学Ⅱ及び演習」

　　　「測量学Ⅱ」－「測量実習Ⅱ」

Ⅲ　３年次生以上

　１　「水質実験」は，クラスをＡ～Ｄの４クラスに分け（ＡとＢは１組，ＣとＤは２組），前学期

の前半がＣクラス，後半がＤクラス，後学期の前半がＡクラス，後半がＢクラスとなります。

各クラス分けと入替日程については掲示板で連絡します。

　２　「社会環境デザイン・スキルズ」は，事前に「製図及び基礎ＣＡＤ」及び「構造設計論」を

履修してください。 
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Ⅳ　４年次生以上（５年次生以上を含む）

　１　卒業見込みの条件は，下記のとおりです。

　　　１００単位以上修得して，卒業研究を履修している者又は修得した者とします。

　２　卒業研究履修の条件は，下記のとおりです。

　　　４年次生（５年次生以上を含む）の学年初めに１００単位以上を修得していなければなりません。

また，その学年で卒業に必要な授業科目をすべて履修できることとします。

　３　卒業研究の配属は，ガイダンス時に行います。

　４　卒業研究配属の変更は，原則として認めません。

　５　卒業研究着手者は，卒業研究審査予稿集原稿及び研究成果を提出し，卒業研究審査会で発表

しなければなりません。

　　　上記の原稿と研究成果の提出は，クラス担任及び卒業研究指導教員の指示に従ってください。

Ⅴ　５年次生以上

　　平成２９年度及び平成２５年度のカリキュラム変更による授業科目の対応については，カリキュラ

ム変更による授業科目対応表に沿って履修してください。なお，授業科目によっては，授業内容

等に指示がある場合がありますので，各授業科目担当者の指示に従って履修してください。

土木工学科教員の研究分野一覧

研　究　分　野氏　　　名研　究　分　野氏　　　名

土 木 史
景 観 工 学知 野 泰 明水 工 学

水文・水資源工学朝 岡 良 浩

水 環 境 工 学
水 工 学手 塚 公 裕コンクリート工学

社会基盤保全工学岩 城 一 郎

衛 生 工 学
環 境 生 態 工 学中 野 和 典地 盤 工 学

地 盤 防 災 工 学梅 村　 順

地 震 工 学
構 造 工 学中 村　 晋構 造 工 学笠 野 英 行

交 通 計 画堀 井 雅 史海 岸 工 学金 山　 進

道 路 工 学
舗 装 工 学前 島　 拓コンクリート工学子 田 康 弘

岩 盤 工 学渡 邊 英 彦地 盤 工 学仙 頭 紀 明

土
木
工
学
科
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Ⅵ　学修・教育目標

　　平成２９年度カリキュラム（平成２９年度，平成３０年度，平成３１年度及び令和２年度入学生に適用），

平成２５年度カリキュラム（平成２５年度，平成２６年度，平成２７年度及び平成２８年度入学生に適用）

は，日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定基準を満たす教育プログラムです。履修する際に

は，特に以下の事項に留意して下さい。

ａ）土木工学科の学生は，学修・教育目標とその達成に関わる科目を良く理解し，日頃の学修に取

り組むことが必要です。JABEE修了要件は各学修・教育目標の達成度を評価する基準科目を修得

し，卒業要件を満たすことです。

ｂ）学修・教育目標とそれぞれの達成に関わる科目は下表のとおりです。なお，土木工学科のホー

ムページには，学修・教育目標の他，それぞれの学修・教育目標の達成に関わる科目及びその達

成度の評価方法等が詳しく示されています。

ｃ）各科目において単位を修得するためには，原則として全講義に出席し，相応の時間の自己学習

（予習・復習など）を行うとともに，すべての試験や課題などを完了しなければなりません。や

むを得ない理由で欠席する場合を考慮して，２／３以上の講義に出席することが成績評価の対象と

なります。ただし，出席条件が異なる科目がありますので，シラバスの確認と共に初回の授業に

出席して担当者に確認して下さい。

平成２９年度カリキュラムの学修・教育目標とそれぞれの達成に関わる科目
（太字：達成度を評価する基準科目，（　）付き科目：付随的な科目）

幅広い教養
（Ａ）技術者としてグローバルな視点を持って人類の幸福に貢献できる人材となるために，幅広い教養を身につける。

自主創造の基礎１，日本国憲法，日本語表現法，哲学Ⅰ，哲学Ⅱ，心理学Ⅰ，心理学Ⅱ，経済学
Ⅰ，経済学Ⅱ，〔日本の文化：留学生のみ〕これらの科目から５科目以上

達成に関わる
科目

基礎英語，英語読解Ⅰ，英語読解Ⅱ，英語表現法Ⅰ，英語表現法Ⅱ，英語コミュニケーションⅠ，
英語コミュニケーションⅡ，実用英語Ⅰ，実用英語Ⅱ，実用英語Ⅲ，技術英語，〔基礎日本語Ⅰ，
基礎日本語Ⅱ，日本語講読Ⅰ，日本語講読Ⅱ：留学生のみ〕から，１０科目以上
（体育・スポーツⅠ），（体育・スポーツⅡ）
（健康・スポーツ概論）

高い倫理観と安全性に関する知識
（Ｂ）土木技術者が地域社会の安全に果たす役割を理解し，職務上の社会的ルールと高い倫理観を身につける。

社会環境デザイン入門，自主創造の基礎２，技術者倫理達成に関わる
科目
自然科学と情報処理の基礎と応用力
（Ｃ）数学，物理，化学等の自然科学及び情報処理の基礎とそれらを応用する能力を身につける。

工科系数学Ⅰ及び演習，物理学Ⅰ，物理学実験及び演習，化学Ⅰ，化学実験及び演習，コンピュー
タリテラシー
工科系数学Ⅱ，工科系数学Ⅲ，工科系数学Ⅳ，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ，物理学Ⅳ，化学Ⅱ，基礎力
学，環境評価論，基礎プログラミング及び演習，基礎統計学，（製図及び基礎ＣＡＤ），（社会環
境デザイン・スキルズ），（空間情報学）

達成に関わる
科目
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専門的な基礎
（Ｄ）土木工学の主要分野である構造工学系，地盤工学系，水理学系，コンクリート工学系，土木計画学系，環
境工学系の基礎を身につける。

基礎構造解析学及び演習，構造解析学Ⅰ及び演習，地盤工学Ⅰ及び演習，水理学Ⅰ及び演習，下
水道工学，鋼構造学，コンクリート構造学及び演習，社会基盤計画学
生物と環境の共生概論，水資源工学，国土形成計画史及び景観学，都市及び地域計画，リスクマ
ネジメント及び地震防災工学，建設マネジメント及び施工法，測量学Ⅰ，測量学Ⅱ，構造材料学，
交通工学，構造設計論

達成に関わる
科目

総合的な課題解決能力
（Ｅ）社会基盤や環境に関わる実務上の問題を正しく認識し，いままで学んだことを総合し問題を解決する能力
を身につける。

ゼミナール，卒業研究
（社会環境デザイン・スキルズ）

達成に関わる
科目
コミュニケーション力
（Ｆ）学修・研究成果をわかりやすく伝えるために，論理的な文章作成・口頭発表・討論能力を身につける。

自主創造の基礎１，自主創造の基礎２，ゼミナール，卒業研究達成に関わる
科目
自主的・継続的に学修する能力
（Ｇ）専門基礎知識の修得を通して，自主的かつ継続的に学修する能力を身につける。

構造解析学Ⅱ及び演習，地盤工学Ⅱ及び演習，水理学Ⅱ及び演習
環境地盤工学，河川・砂防工学，海岸・港湾工学，空間情報学，道路工学，社会基盤保全工学

達成に関わる
科目
専門的な基礎技術
（Ｈ）実験，実習を通して，チームとして計画・遂行・解析・考察する能力及び時間内に作業を進め，まとめる
能力を身につける。

測量実習Ⅰ，測量実習Ⅱ，材料実験，土質実験
製図及び基礎ＣＡＤ，社会環境デザイン・スキルズ，水質実験，構造実験，水理実験

達成に関わる
科目
資格取得のための基礎的な技術能力
（Ｉ）卒業後に必要な資格取得を可能にするために，多様な分野の要請に対応できる基礎的な技術能力を身につ
ける。

測量実習Ⅰ，測量実習Ⅱ，技術者倫理
測量学Ⅰ，測量学Ⅱ，火薬学，（建設マネジメント及び施工法）

達成に関わる
科目

平成２５年度カリキュラムの学修・教育目標とそれぞれの達成に関わる科目
（太字：達成度を評価する基準科目，（　）付き科目：付随的な科目）

幅広い教養
（Ａ）技術者としてグローバルな視点を持って人類の幸福に貢献できる人材となるために，幅広い教養を身につける。

法学，憲法，政治学Ⅰ，政治学Ⅱ，文学，日本語表現法，哲学Ⅰ，哲学Ⅱ，心理学Ⅰ，心理学Ⅱ，
経済学Ⅰ，経済学Ⅱ，歴史学，〔日本の文化：留学生のみ〕これらの科目から５科目以上

達成に関わる
科目

英語読解Ⅰ，英語読解Ⅱ，英語表現法Ⅰ，英語表現法Ⅱ
英語講読Ⅰ，英語講読Ⅱ，英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ，ＴＯＥＩＣ
Ⅰ，ＴＯＥＩＣⅡ，ＴＯＥＩＣⅢ，ＴＯＥＩＣⅣ，ドイツ語入門，基礎ドイツ語Ⅰ，基礎ドイツ
語Ⅱ，中国語Ⅰ，中国語Ⅱ，〔基礎日本語Ⅰ，基礎日本語Ⅱ，日本語講読Ⅰ，日本語講読Ⅱ：留
学生のみ〕から，英語系科目７科目以上，合計１０科目以上
日本語表現基礎
（体育・スポーツⅠ），（体育・スポーツⅡ）
（健康・スポーツ概論）

土
木
工
学
科
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高い倫理観と安全性に関する知識
（Ｂ）土木技術者が地域社会の安全に果たす役割を理解し，職務上の社会的ルールと高い倫理観を身につける。

社会環境デザイン入門Ⅰ，社会環境デザイン入門Ⅱ，技術者倫理及び土木法規達成に関わる
科目
自然科学と情報処理の基礎と応用力
（Ｃ）数学，物理，化学等の自然科学及び情報処理の基礎とそれらを応用する能力を身につける。

微分Ⅰ，力と運動の物理学Ⅰ，物理学実験，化学Ⅰ，化学実験，コンピュータリテラシー，基礎
力学及び演習
基礎の数学，基礎の物理学，基礎の化学，微分Ⅱ，積分，行列・行列式，力と運動の物理学Ⅱ，
熱とエントロピーの物理学，電気と磁気の物理学，化学Ⅱ，リモートセンシング・環境計測法，
基礎プログラミング及び演習，基礎解析，基礎統計学，（製図及び基礎ＣＡＤ），（社会環境デザ
イン・スキルズ），（空間情報学）

達成に関わる
科目

専門的な基礎
（Ｄ）土木工学の主要分野である構造工学系，地盤工学系，水理学系，コンクリート工学系，土木計画学系，環
境工学系の基礎を身につける。

構造解析学Ⅰ及び演習，土の力学及び演習，水理学Ⅰ及び演習，下水道施設工学，鋼構造学，コ
ンクリート構造学及び演習，社会基盤計画学
生物と環境の共生概論，水資源工学，国土形成計画史及び景観学，都市及び地域計画，リスクマ
ネジメント及び地震防災工学，建設マネジメント及び施工法，測量学Ⅰ，基礎弾性力学，測量学
Ⅱ，構造材料学，交通工学，構造設計論

達成に関わる
科目

総合的な課題解決能力
（Ｅ）社会基盤や環境に関わる実務上の問題を正しく認識し，いままで学んだことを総合し問題を解決する能力
を身につける。

ゼミナール，卒業研究
（社会環境デザイン・スキルズ）

達成に関わる
科目
コミュニケーション力
（Ｆ）学修・研究成果をわかりやすく伝えるために，論理的な文章作成・口頭発表・討論能力を身につける。

ゼミナール，卒業研究達成に関わる
科目
自主的・継続的に学修する能力
（Ｇ）専門基礎知識の修得を通して，自主的かつ継続的に学修する能力を身につける。

構造解析学Ⅱ及び演習，地盤工学及び演習，水理学Ⅱ及び演習
環境地盤工学，河川・砂防工学，海岸・港湾工学，水処理工学，空間情報学，橋梁工学，道路工
学，社会基盤保全工学

達成に関わる
科目

専門的な基礎技術
（Ｈ）実験，実習を通して，チームとして計画・遂行・解析・考察する能力及び時間内に作業を進め，まとめる
能力を身につける。

測量実習Ⅰ，測量実習Ⅱ，材料実験，土質実験
製図及び基礎ＣＡＤ，社会環境デザイン・スキルズ，水質実験，構造実験，水理実験

達成に関わる
科目
資格取得のための基礎的な技術能力
（Ｉ）卒業後に必要な資格取得を可能にするために，多様な分野の要請に対応できる基礎的な技術能力を身につ
ける。

測量実習Ⅰ，測量実習Ⅱ，技術者倫理及び土木法規
測量学Ⅰ，測量学Ⅱ，火薬学，（建設マネジメント及び施工法）

達成に関わる
科目
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備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

１コンピュータリテラシー　　１０１０３１１コンピュータリテラシー８１０１１
不足分はレポート等で補う２基礎力学１０１０１１３基礎力学及び演習８１０２１

２測量学Ⅰ　　　　１０１１０１２測量学Ⅰ８１１０１
１測量実習Ⅰ　１０１１３１１測量実習Ⅰ８１１３１
１社会環境デザイン入門１０１１６１１社会環境デザイン入門Ⅰ８１１６１
２自主創造の基礎２１０００２１１社会環境デザイン入門Ⅱ８１１７１

｢基礎弾性力学｣の内容の回を受講する
初回の授業に出席して指示を仰ぐこと３基礎構造解析学及び演習１０１０２１２基礎弾性力学８１２５１

２生物と環境の共生概論　　　１０１４４１２生物と環境の共生概論８１５０１
３構造解析学Ⅰ及び演習１０１０４２３構造解析学Ⅰ及び演習８１０３２
３地盤工学Ⅰ及び演習１０１０５２３土の力学及び演習８１０４２
３地盤工学Ⅱ及び演習１０１０６２３地盤工学及び演習８１０５２
３水理学Ⅰ及び演習１０１０７２３水理学Ⅰ及び演習８１０６２
３水理学Ⅱ及び演習１０１０８２３水理学Ⅱ及び演習８１０７２
２工科系数学Ⅳ１００４３２２基礎解析８１０８２
２基礎統計学１０１０９２２基礎統計学８１０９２
２測量学Ⅱ１０１１１２２測量学Ⅱ８１１１２
１測量実習Ⅱ１０１１４２１測量実習Ⅱ８１１４２
２構造材料学１０１２２２２構造材料学８１２６２
３基礎プログラミング及び演習１０１２３２３基礎プログラミング及び演習８１２７２
３構造解析学Ⅱ及び演習１０１２６２３構造解析学Ⅱ及び演習８１３０２
２環境評価論１０１３６２２リモートセンシング・環境計測法８１４１２
２交通工学１０１３７２２交通工学８１４２２
２国土形成計画史及び景観学１０１４０２２国土形成計画史及び景観学８１４５２
２下水道工学１０１４１３２下水道施設工学８１４６２
２水資源工学１０１４３２２水資源工学８１４９２
２空間情報学１０１１２３２空間情報学８１１２３
２火薬学１０１１５４２火薬学８１１５３
２ゼミナール１０１４６３１ゼミナール８１１８３
２製図及び基礎CAD１０１１７３２製図及び基礎CAD８１１９３
２社会環境デザイン・スキルズ１０１１８３２社会環境デザイン・スキルズ８１２０３
２技術者倫理１０１４５３２技術者倫理及び土木法規８１２１３
２リスクマネジメント及び地震防災工学１０１２０３２リスクマネジメント及び地震防災工学８１２３３
２構造設計論１０１２１３２構造設計論８１２４３
２材料実験１０１２４３２材料実験８１２８３
２土質実験１０１２５３２土質実験８１２９３
２鋼構造学１０１２７３２鋼構造学８１３１３

開講しない　・・・・・・・・・・２橋梁工学８１３２３
３コンクリート構造学及び演習１０１２８３３コンクリート構造学及び演習８１３３３
２社会基盤保全工学１０１２９３２社会基盤保全工学８１３４３
２環境地盤工学１０１３１３２環境地盤工学８１３６３
２道路工学１０１３２３２道路工学８１３７３
２河川・砂防工学１０１３３３２河川・砂防工学８１３８３
２海岸・港湾工学１０１３４３２海岸・港湾工学８１３９３
２社会基盤計画学１０１３８３２社会基盤計画学８１４３３
２都市及び地域計画１０１３９３２都市及び地域計画８１４４３

開講しない　・・・・・・・・・・２水処理工学８１４７３
２水質実験１０１４２３２水質実験８１４８３
２建設マネジメント及び施工法１０１１９４２建設マネジメント及び施工法８１２２４
２構造実験１０１３０４２構造実験８１３５４
２水理実験１０１３５４２水理実験８１４０４
６卒業研究１０１４７４６卒業研究８１５１４

開講しない　・・・・・・・・・・２FE経済分析８９０１２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE流体工学８９０２３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE静力学８９０３３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE材料力学８９０４３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE動力学８９０５３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE熱力学８９０６３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE材料科学８９０８２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE電気電子工学８９０９２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE化学・生物８９１０２
開講しない　・・・・・・・・・・２FEコンピュータ工学８９１１２
新設科目につき代替履修できない１技術英語１００２７４

カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

土
木
工
学
科
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　修得単位チェック表　
Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）

　⑴社会基盤デザインコース （１～４年次生用）

　⑵環境デザインコース （１～４年次生用）

修 得 単 位 数卒　業　要　件科　　目　　区　　分
Ａ１１２単位以上４単位必 修 科 目教 養 科 目 Ａ２８単位以上選 択 科 目
Ａ３１０単位以上１０単位必 修 科 目外 国 語 科 目 Ａ４選 択 科 目
Ａ５２単位以上２単位必 修 科 目体 育 科 目 Ａ６選 択 科 目
Ａ７１５単位以上１１単位必 修 科 目自 然 科 学 科 目 Ａ８４単位以上選 択 科 目
Ａ９

８０単位以上

１０単位専 門 共 通 科 目

専門教育科目

Ａ１０３８単位必 修 科 目
Ａ１１１２単位以上選 択 必 修 科 目 ①
Ａ１２４単位以上選 択 必 修 科 目 ②
Ａ１３４単位以上選 択 必 修 科 目 ③
Ａ１４選 択 科 目
Ａ１５他学科専門教育科目
Ａ１６教職課程科目（教科に関する科目）
Ａ１７単位互換・相互履修科目
Ａ１８１２６単位以上合　　　　　　計

１．ガイダンス時に配布された「合格表」をもとに，上表の修得単位数欄にＡ１からＡ１７までの単位数を記入してください。
２．Ａ１からＡ１７までの合計単位数をＡ１８に記入してください。
３．卒業要件と修得単位数を対比し，卒業に必要な単位数を確認してください。

修 得 単 位 数卒　業　要　件科　　目　　区　　分
Ａ１１２単位以上４単位必 修 科 目教 養 科 目 Ａ２８単位以上選 択 科 目
Ａ３１０単位以上１０単位必 修 科 目外 国 語 科 目 Ａ４選 択 科 目
Ａ５２単位以上２単位必 修 科 目体 育 科 目 Ａ６選 択 科 目
Ａ７１５単位以上１１単位必 修 科 目自 然 科 学 科 目 Ａ８４単位以上選 択 科 目
Ａ９

８０単位以上

１０単位専 門 共 通 科 目

専門教育科目

Ａ１０３８単位必 修 科 目
Ａ１１１２単位以上選 択 必 修 科 目 ①
Ａ１２４単位以上選 択 必 修 科 目 ②
Ａ１３４単位以上選 択 必 修 科 目 ③
Ａ１４選 択 科 目
Ａ１５他学科専門教育科目
Ａ１６教職課程科目（教科に関する科目）
Ａ１７単位互換・相互履修科目
Ａ１８１２６単位以上合　　　　　　計

１．ガイダンス時に配布された「合格表」をもとに，上表の修得単位数欄にＡ１からＡ１７までの単位数を記入してください。
２．Ａ１からＡ１７までの合計単位数をＡ１８に記入してください。
３．卒業要件と修得単位数を対比し，卒業に必要な単位数を確認してください。
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　修得単位チェック表　
Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）

　⑴社会基盤デザインコース （５～８年次生用）

　⑵環境デザインコース （５～８年次生用）

修 得 単 位 数卒　業　要　件科　　目　　区　　分
Ａ１１０単位以上教　養　科　目
Ａ２

１０単位以上
４単位必 修 科 目英 語外 国 語 科 目 Ａ３３単位以上選 択 科 目

Ａ４選 択 科 目
Ａ５２単位以上２単位必 修 科 目体 育 科 目 Ａ６選 択 科 目
Ａ７基　礎　科　目
Ａ８１４単位以上８単位必 修 科 目自然科学科目 Ａ９６単位以上選 択 科 目
Ａ１０

８０単位以上

４８単位必 修 科 目

専門教育科目
Ａ１１１２単位以上選 択 必 修 科 目 ①
Ａ１２４単位以上選 択 必 修 科 目 ②
Ａ１３４単位以上選 択 必 修 科 目 ③
Ａ１４選 択 科 目
Ａ１５他学科専門教育科目
Ａ１６グローバルエンジニア関連科目（上限１０単位）
Ａ１７教職課程科目（教科に関する科目）
Ａ１８単位互換・相互履修科目
Ａ１９１２６単位以上合　　　　　　計

１．ガイダンス時に配布された「合格表」をもとに，上表の修得単位数欄にＡ１からＡ１８までの単位数を記入してください。
２．Ａ１からＡ１８までの合計単位数をＡ１９に記入してください。
３．卒業要件と修得単位数を対比し，卒業に必要な単位数を確認してください。

修 得 単 位 数卒　業　要　件科　　目　　区　　分
Ａ１１０単位以上教　養　科　目
Ａ２

１０単位以上
４単位必 修 科 目英 語外 国 語 科 目 Ａ３３単位以上選 択 科 目

Ａ４選 択 科 目
Ａ５２単位以上２単位必 修 科 目体 育 科 目 Ａ６選 択 科 目
Ａ７基　礎　科　目
Ａ８１４単位以上８単位必 修 科 目自然科学科目 Ａ９６単位以上選 択 科 目
Ａ１０

８０単位以上

４８単位必 修 科 目

専門教育科目
Ａ１１１２単位以上選 択 必 修 科 目 ①
Ａ１２４単位以上選 択 必 修 科 目 ②
Ａ１３４単位以上選 択 必 修 科 目 ③
Ａ１４選 択 科 目
Ａ１５他学科専門教育科目
Ａ１６グローバルエンジニア関連科目（上限１０単位）
Ａ１７教職課程科目（教科に関する科目）
Ａ１８単位互換・相互履修科目
Ａ１９１２６単位以上合　　　　　　計

１．ガイダンス時に配布された「合格表」をもとに，上表の修得単位数欄にＡ１からＡ１８までの単位数を記入してください。
２．Ａ１からＡ１８までの合計単位数をＡ１９に記入してください。
３．卒業要件と修得単位数を対比し，卒業に必要な単位数を確認してください。

土
木
工
学
科
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２　建　築　学　科

Ⅰ　各学年の共通事項

　１　総合選択単位として他学科設置の専門教育科目を履修する場合は，事前に当該授業科目担当

者に相談の上履修してください。

　２　４年次に「卒業研究」を履修するためには，３年次終了時に１００単位以上を修得し，４年次に

おいて卒業要件に必要な授業科目をすべて履修できることが必要です。

Ⅱ　２年次生

　１　専門教育科目の１組，２組のクラス分けは下表に従って履修してください。

　　　　⑴’，⑵’の該当科目は，下記のとおりです。

　　　　「建築設計演習Ⅱ」，「応用力学Ⅱ及び演習（演習）」，「建築計画Ⅱ」

　　　　※「建築意匠設計Ⅰ」はアーキテクトコースのみに設置された科目です。

　２　コース分け・登録について

　　　２年次生後学期はじめに，建築エンジニアリングコース，建築デザインコース，アーキテク

トコースのいずれかのコースを選んで登録してください。登録後のコース変更は原則として認

めません。

　３　卒業に必要な修得科目は，コースによって異なるので，注意して履修してください。 

学　生　番　号ク　ラ　ス学　生　番　号ク　ラ　ス

３１２１１４～⑵３１２００１～３１２１１３⑴

３１２　　　～
（アーキテクトコースの学生が含まれる）

⑵’３１２００１～
（アーキテクトコースの学生が含まれない）

⑴’
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Ⅲ　３年次生

　１　専門教育科目の１組，２組のクラス分けは下表に従って履修してください。

　　　　⑴’，⑵’の該当科目は，下記のとおりです。

　　　　「建築測量演習」，「建築設計演習Ⅲ」，「建築設計演習Ⅳ」，「建築実験（アーキテクト・建

築デザインコース）」

　　　　※「建築意匠設計Ⅱ」はアーキテクトコースのみに設置された科目です。

　２　３年次における建築設計演習の履修条件は下記のとおりです。

　　①　「建築設計演習Ⅲ」を履修する学生は，「建築設計演習Ⅰ」を修得していること。

　　②　「建築設計演習Ⅳ」を履修する学生は，「建築設計製図Ⅱ」及び「建築設計演習Ⅱ」を修得

していること。

　３　「建築設計演習Ⅳ」の受講について

　　　「建築設計演習Ⅳ」の登録を後学期ガイダンス終了後に行います。

　４　４年次における卒業研究を履修するには，３年次終了時に下記に示す科目を修得し，４年次に

おいて卒業条件に必要な授業科目をすべて履修できることが必要です。

　　　「建築設計製図Ⅰ・Ⅱ」，「建築設計演習Ⅰ・Ⅱ」，及び「ゼミナール」

　５　卒業に必要な修得科目は，コースによって異なるので，注意して履修してください。

　６　令和３年度卒業研究申し込みについて

　　①　令和３年度卒業研究着手が見込まれる学生は，「ゼミナール」を履修してください。

　　　　「ゼミナール」は，令和３年度に卒業研究の指導を希望する研究室で履修してください。

　　②　「ゼミナール」の履修要領は配布されたプリントを参照してください。

 

学　生　番　号ク　ラ　ス学　生　番　号ク　ラ　ス

３０２１１０～⑵３０２００１～３０２１０９⑴

３０２１２１～
（アーキテクトコースの学生が含まれる）

⑵’３０２００１～３０２１２０
（アーキテクトコースの学生が含まれない）

⑴’

建
築
学
科
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Ⅳ　４年次生（５年次生以上を含む）

　１　卒業研究について

　　①　１００単位以上修得したものは，卒業研究を履修することができます。ただし，当該年度にお

いて卒業要件に必要なすべての授業科目を履修してください。卒業に必要な修得科目は，

コースによって異なるので，注意して履修してください。

　　　　特に，選択科目については余裕ある履修単位になるよう授業科目を選んでください。

　　②　「卒業研究」の登録は，登録用紙に必要事項を記入し，４月６日（月）１６時までに卒業研究

指導教員に提出してください。（別紙「令和２年度卒業研究について」を参照）

　　③　卒業研究着手者は，卒業研究審査予稿集の原稿及び研究成果品を提出すること。前記の原

稿及び成果品の提出がない場合，「卒業研究」の単位は修得できません。

　２　建築設計の受講について

　　①　「建築設計（建築デザイン・アーキテクトコース）」を履修するには，「建築設計製図Ⅰ・

Ⅱ」，「建築設計演習Ⅰ・Ⅱ」を修得していること。

　　②　「建築設計（建築デザイン・アーキテクトコース）」の受講登録を４月３日（金）１６時から，

４年次生ガイダンス教室にて行います。

　３　建築実験の受講について

　　　「建築実験（建築エンジニアリングコース）」の受講登録を４月２日（木）１３時から，４年次

生ガイダンス教室にて行います。

　４　令和３年度卒業研究申込について（ゼミナール未修得者のみ）

　　　令和３年度における卒業研究を履修するには，令和２年度終了時に下記に示す科目を修得し，

卒業条件に必要な授業科目をすべて履修できることが必要です。

　　　「建築設計製図Ⅰ・Ⅱ」，「建築設計演習Ⅰ・Ⅱ」，及び「ゼミナール」

　５　ゼミナールについて

　　①　令和３年度卒業研究着手が見込まれる学生は，卒業研究の指導を希望する研究室で，「ゼミ

ナール」を履修してください。

　　②　「ゼミナール」の履修要領は配布されたプリントを参照してください。

　６　「建築設計演習Ⅳ」の受講・登録については，３年次生の欄を参照してください。
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備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

２建築環境・設備概論１０２０１１２建築環境・設備概論８２０１１
２建築設計製図Ⅰ１０２０２１２建築設計製図Ⅰ８２０２１
２建築設計製図Ⅱ１０２０３１２建築設計製図Ⅱ８２０３１
２建築構法Ⅰ１０２２５１２建築構法Ⅰ８２３１１
２建築計画Ⅰ１０２３３１２建築計画Ⅰ８２３９１
２西洋建築史１０２４２１２西洋建築史８２４８１
１建築情報処理演習Ⅰ１０２５０１１建築情報処理演習Ⅰ　８２５６１

４年次開講の「建築情報処理演習ⅡB」を受講する・・・・・・・・・・１建築情報処理演習Ⅱ８２５７１
２建築設計演習Ⅰ１０２０４２２建築設計演習Ⅰ８２０４２
２建築設計演習Ⅱ１０２０５２２建築設計演習Ⅱ８２０５２

アーキテクトコースのみの履修科目１建築意匠設計Ⅰ１０２０８２１建築意匠設計Ⅰ８２０８２
１建築材料実験１０２１１２１建築材料実験８２１２２

応用力学Ⅰ及び演習（講義）を履修３応用力学Ⅰ及び演習１０２１３２２応用力学Ⅰ８２１４２
応用力学Ⅰ及び演習（演習）を履修１応用力学Ⅰ演習８２１５２
応用力学Ⅱ及び演習（講義）を履修３応用力学Ⅱ及び演習１０２１４２２応用力学Ⅱ８２１６２
応用力学Ⅱ及び演習（演習）を履修１応用力学Ⅱ演習８２１７２
構造力学Ⅰ及び演習（講義）を履修３構造力学Ⅰ及び演習１０２１６２２構造力学Ⅰ８２１９２
構造力学Ⅰ及び演習（演習）を履修１構造力学Ⅰ演習８２２０２
構造力学Ⅱ及び演習（講義）を履修３構造力学Ⅱ及び演習１０２１７２２構造力学Ⅱ８２２１２
構造力学Ⅱ及び演習（演習）を履修１構造力学Ⅱ演習８２２２２

２建築構法Ⅱ１０２２６２２建築構法Ⅱ８２３２２
２建築材料学Ⅰ１０２２７２２建築材料学Ⅰ８２３３２
２建築材料学Ⅱ１０２２８２２建築材料学Ⅱ８２３４２
２住宅計画１０２３２２２住宅計画８２３８２
２建築計画Ⅱ１０２３４２２建築計画Ⅱ８２４０２
２インテリアデザイン１０２３９１２インテリアデザイン８２４５２
２建築造形演習１０２４０２２建築造形演習８２４６２
２日本建築史１０２４１３２日本建築史８２４７２
２建築環境工学Ⅰ１０２４４２２建築環境工学Ⅰ８２５０２
２建築情報処理演習Ⅱ１０２５１２２建築情報処理演習Ⅲ８２５８２
２建築情報処理演習Ⅲ１０２５２２２建築情報処理演習Ⅳ８２５９２
２工科系数学Ⅳ１００４４２２建築数学８２６２２
２建築設計演習Ⅲ１０２０６３２建築設計演習Ⅲ８２０６３
２建築設計演習Ⅳ１０２０７３２建築設計演習Ⅳ８２０７３

アーキテクトコースのみの履修科目１建築意匠設計Ⅱ１０２０９３１建築意匠設計Ⅱ８２０９３
建築デザインコース，アーキテクトコース１建築実験１０２１２３１建築実験８２１３３

２木質構造設計法１０２１５３２木質構造設計法８２１８３
構造力学Ⅲ及び演習（講義）を履修３構造力学Ⅲ及び演習１０２１８３２構造力学Ⅲ８２２３３
構造力学Ⅲ及び演習（演習）を履修１構造力学Ⅲ演習８２２４３

２建築振動学１０２１９３２建築振動学８２２５３
２建築基礎構造１０２２０３２建築基礎構造８２２６３
２鉄筋コンクリート構造１０２２１３２鉄筋コンクリート構造８２２７３
２鉄筋コンクリート構造設計法１０２２２３２鉄筋コンクリート構造設計法８２２８３
２鋼構造１０２２３３２鋼構造８２２９３
２建築施工Ⅰ１０２３０３２建築施工Ⅰ８２３６３
２建築施工Ⅱ１０２３１３２建築施工Ⅱ８２３７３
２建築計画Ⅲ１０２３５３２建築計画Ⅲ８２４１３
２建築計画Ⅳ１０２３６３２建築計画Ⅳ８２４２３
２都市計画Ⅰ１０２３７３２都市計画Ⅰ８２４３３
２都市計画Ⅱ１０２３８３２都市計画Ⅱ８２４４３
２近代建築史１０２４３３２近代建築史８２４９３
２建築環境工学Ⅱ１０２４５３２建築環境工学Ⅱ８２５１３
２建築設備Ⅰ１０２４６３２建築設備Ⅰ８２５２３
２建築設備Ⅱ１０２４７３２建築設備Ⅱ８２５３３
２建築人間工学１０２４８３２建築人間工学８２５４３
２建築関連法規１０２４９３２建築関連法規８２５５３

開講しない・・・・・・・・・・２建築情報処理演習Ⅴ８２６０３
２建築測量演習１０２５３３２建築測量演習８２６１３
２構造力学Ⅳ１０２５５４２構造力学Ⅳ８２６４３
２ゼミナール１０２６０３２建築ゼミナール８２６６３
２技術者倫理１０２５９３２建築倫理８２６７３
２オープンデスク１０２５７３２オープンデスク８２６９３

建築設計（建築デザイン・アーキテクトコースを履修）２建築設計１０２１０４２建築計画設計８２１０４
建築設計（建築エンジニアリングコースを履修）２建築構造設計８２１１４
建築エンジニアリングコース１建築実験１０２１２４１建築実験８２１３４

２鋼構造設計法１０２２４３２鋼構造設計法８２３０４
２建築材料科学１０２２９４２建築材料科学８２３５４
２統計学１０２５４４２統計学８２６３４

開講しない・・・・・・・・・・２特別講義８２６５４
アーキテクトコースのみの履修科目２建築企画１０２５６４２建築企画８２６８４

２インターンシップ１０２５８４２インターンシップ８２７０４
６卒業研究１０２６１４６卒業研究８２７１４

開講しない・・・・・・・・・・２FE経済分析８９０１２
開講しない・・・・・・・・・・２FE流体工学８９０２３
開講しない・・・・・・・・・・２FE静力学８９０３３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料力学８９０４３
開講しない・・・・・・・・・・２FE動力学８９０５３
開講しない・・・・・・・・・・２FE熱力学８９０６３
開講しない・・・・・・・・・・２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料科学８９０８２
開講しない・・・・・・・・・・２FE電気電子工学８９０９２
開講しない・・・・・・・・・・２FE化学・生物８９１０２
開講しない・・・・・・・・・・２FEコンピュータ工学８９１１２
新設科目につき代替履修できない２自主創造の基礎２１０００３１
新設科目につき代替履修できない１技術英語１００２８４

カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

建
築
学
科
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　修得単位チェック表　
　次の表を参考に，前学期と後学期のガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位

の修得状況をチェックしてください。

Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）

 （１～４年次生用）

　⑵環境デザインコース （１～２年次生用）

修得単位チェックの手順
①　ガイダンスで配布された「合格表」の最右欄の単位修得状況を基に，上表にある「修得単位数」のＡ１～Ａ１７欄に修
得単位数を記入します。（専門教育科目は登録コースの修得単位数を記入します）
②　「修得単位数－卒業要件」欄でＢ１～Ｂ１７欄の求め方は，つぎの例にしたがってください。
　例　「Ｂ１＝Ａ１－１０」欄には，Ａ１欄の修得単位数から卒業に必要な単位数１０を引いた結果を記入します。
③　修得単位チェック表から卒業の可否を確認するには，登録コースにより異なり，下表に示す条件を満たすことです。
また，Ｂ１７欄が零か正数でも，登録コースの「修得単位数－卒業要件」（Ｂ１～Ｂ１６）欄のいずれかに負数の欄があると
卒業できないので，注意してください。

Ｂ１～Ｂ６欄，Ｂ７欄，Ｂ８欄，Ｂ９欄，Ｂ１０欄，Ｂ１５欄及びＢ１７欄がすべて零か正数です。建築エンジニアリングコース

Ｂ１～Ｂ６欄，Ｂ７欄，Ｂ８欄，Ｂ１１欄，Ｂ１２欄，Ｂ１６欄及びＢ１７欄がすべて零か正数です。建築デザインコース

Ｂ１～Ｂ６欄，Ｂ７欄，Ｂ８欄，Ｂ１３欄，Ｂ１４欄，Ｂ１６欄及びＢ１７欄がすべて零か正数です。アーキテクトコース

④　余裕を持って卒業要件を満たすよう，学部要覧の「履修要綱」欄を参照しながら履修計画を立ててください。

修得単位数－卒業要件修得単位数卒業要件科　　　　　目
Ｂ１＝Ａ１－４Ａ１４単位必　修　科　目

教 養 科 目
Ｂ２＝Ａ２－８Ａ２８単位以上選　択　科　目
Ｂ３＝Ａ３－１０Ａ３１０単位必　修　科　目

外国語科目
選　択　科　目

Ｂ４＝Ａ４－２Ａ４２単位必　修　科　目
体 育 科 目

選　択　科　目
Ｂ５＝Ａ５－１１Ａ５１１単位必　修　科　目

自然科学科目
Ｂ６＝Ａ６－４Ａ６４単位以上選　択　科　目

小　　　　　計
Ｂ７＝Ａ７－１０Ａ７１０単位専　門　共　通　科　目

専
門
教
育
科
目

Ｂ８＝Ａ８－４７Ａ８４７単位必　修　科　目
Ｂ９＝Ａ９－１５Ａ９１５単位コース必修科目

建築エンジニア
リングコース Ｂ１０＝Ａ１０－１２Ａ１０１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ１１＝Ａ１１－１４Ａ１１１４単位コース必修科目

建築デザイン
コ ー ス Ｂ１２＝Ａ１２－１２Ａ１２１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ１３＝Ａ１３－１４Ａ１３１４単位コース必修科目

アーキテクト
コ ー ス Ｂ１４＝Ａ１４－１２Ａ１４１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ１５＝Ａ１５－８４Ａ１５８４単位以上建築エンジニアリングコース

小　計
Ｂ１６＝Ａ１６－８３Ａ１６８３単位以上建築デザインコース

アーキテクトコース

その他の単位（他学科・互換）
Ｂ１７＝Ａ１７－１３０Ａ１７１３０単位以上合　　　　　計
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　修得単位チェック表　
　次の表を参考に，前学期と後学期のガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位

の修得状況をチェックしてください。

Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）

 （５～８年次生用）

　⑵環境デザインコース （１～２年次生用）

修得単位チェックの手順
①　ガイダンスで配布された「合格表」の最右欄の単位修得状況を基に，上表にある「修得単位数」のＡ１～Ａ２２欄に修
得単位数を記入します。（専門教育科目は登録コースの修得単位数を記入します）
②　「修得単位数－卒業要件」欄でＢ１～Ｂ２２欄の求め方は，つぎの例にしたがってください。
　例　「Ｂ１＝Ａ１－１０」欄には，Ａ１欄の修得単位数から卒業に必要な単位数１０を引いた結果を記入します。
③　修得単位チェック表から卒業の可否を確認するには，登録コースにより異なり，下表に示す条件を満たすことです。
また，Ｂ２２欄が零か正数でも，登録コースの「修得単位数－卒業要件」（Ｂ１～Ｂ２０）欄のいずれかに負数の欄があると
卒業できないので，注意してください。

Ｂ１～Ｂ９欄，Ｂ１０欄，Ｂ１１欄，Ｂ１２欄，Ｂ２０欄及びＢ２２欄がすべて零か正数です。建築エンジニアリングコース

Ｂ１～Ｂ９欄，Ｂ１０欄，Ｂ１４欄，Ｂ１５欄，Ｂ２０欄及びＢ２２欄がすべて零か正数です。建築デザインコース

Ｂ１～Ｂ９欄，Ｂ１０欄，Ｂ１７欄，Ｂ１８欄，Ｂ２０欄及びＢ２２欄がすべて零か正数です。アーキテクトコース

④　余裕を持って卒業要件を満たすよう，学部要覧の「履修要綱」欄を参照しながら履修計画を立ててください。

修得単位数－卒業要件修得単位数卒業要件科　　　　　目
Ｂ１＝Ａ１－１０Ａ１１０単位以上教　養　科　目
Ｂ２＝Ａ２－４Ａ２

１０単位
以　上

４単位必　修　科　目英
語外国語科目 Ｂ３＝Ａ３－３Ａ３３単位以上選　択　科　目

Ｂ４＝（Ａ２＋Ａ３＋Ａ４）－１０Ａ４選　択　科　目
Ｂ５＝Ａ５－２Ａ５２単位必　修　科　目

体 育 科 目
選　択　科　目

基　礎　科　目
Ｂ８＝Ａ８－６Ａ８６単位必　修　科　目

自然科学科目
Ｂ９＝Ａ９－８Ａ９８単位以上選　択　科　目

小　　　　　計
Ｂ１０＝Ａ１０－５２Ａ１０５２単位必　修　科　目

専
門
教
育
科
目

Ｂ１１＝Ａ１１－１６Ａ１１１６単位コース必修科目
建築エンジニア
リングコース Ｂ１２＝Ａ１２－１２Ａ１２１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ１４＝Ａ１４－１６Ａ１４１６単位コース必修科目

建築デザイン
コ ー ス Ｂ１５＝Ａ１５－１２Ａ１５１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ１７＝Ａ１７－１６Ａ１７１６単位コース必修科目

アーキテクト
コ ー ス Ｂ１８＝Ａ１８－１２Ａ１８１２単位以上コース選択必修科目

選択科目
Ｂ２０＝Ａ２０－８０Ａ２０８０単位以上全コース小　計

その他の単位（他学科・グローバル・互換）
Ｂ２２＝Ａ２２－１２６Ａ２２１２６単位以上合　　　　　計

建
築
学
科



－　４４　－

３　機　械　工　学　科

Ⅰ　各学年共通事項

　１　カリキュラムの適用

　　①　１～４年次生は「２９年度カリキュラム」に従って履修してください。

　　②　５～８年次生は「２５年度カリキュラム」に従って履修してください。なお，１～４年次生

の科目を履修する場合は，後述の「授業科目対応表（５～８年次生用）」に従い，特に「備

考」欄の記載事項にも注意し，履修してください。

　　③　上級学年に設置されている授業科目は履修できません。

　２　総合選択単位について

　　①　「他学科設置の専門教育科目」の履修を希望する場合は，事前にクラス担任及び授業科目担

当者に相談の上決定してください。

　　②　「相互履修科目及び単位互換科目」の履修を希望する場合は，「Ｄ　単位認定制度」を参照

してください。

　　③　「工科系数学Ⅳ～Ⅵ」・「確率・統計」・「企業実習」・「制御工学」は機械工学科に設置され

ている科目を履修してください。同一名称であっても，他学科設置の専門教育科目は「総合

選択単位」としての取り扱いとなりますので注意してください。

　３　卒業研究の履修条件

　　　卒業研究を履修するためには，４年次生または５年次生以上の学年始めに１００単位以上を修得

していなければなりません。また，その学年で卒業に必要な授業科目がすべて履修できること。

　４　卒業見込証明書の発行条件

　　　卒業研究を履修しているか，あるいは卒業研究をすでに修得し，かつその学年で卒業に必要

な単位の授業科目をすべて履修していること。

　５　製図，実験，実習及びゼミナール系の履修順序について

　　　製図及び実験について次の順序で履修することが望ましい。

　　２５年度カリキュラム

　　２９年度カリキュラム

（１年次）　　　（２年次）　　　　　　　　（３年次）　　　　（４年次）

基礎製図　→　機械製図　　　　→　機械設計製図

　　　　　　　機械工学実験Ⅰ　→　機械工学実験Ⅱ　　　卒業研究

　　　　　　　機械工作実習　　→　機械工学ゼミナール

券
献
犬
献
鹸

（１年次）　　　（２年次）　　　　　　　　（３年次）　　　　（４年次）

基礎製図　→　機械製図　　　　→　機械設計製図

　　　　　　　機械工学実習　　→　機械工学実験　　　　卒業研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼミナール

券
献
犬
献
鹸
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　６　修得単位の確認と卒業条件

　　　卒業に必要な単位の修得状況がチェックできるように学部要覧の抜粋と修得単位チェック表

を後ろに載せてあります。特に３年次生は卒業見込条件１００単位以上，４年次生以上は卒業条件

と卒業単位数１２６単位以上，各々前学期と後学期のガイダンス時に，これらの条件を満たす履修

計画であるか確認しながら，履修登録してください。

Ⅱ　１年次生

　１　専門教育科目のクラス分けは以下に従って履修してください。

　　①　自主創造の基礎２は，２クラス⑴組・⑵組で開講されます。

　　　　なお，「教養，外国語，体育，自然科学」における各科目のクラス分け並びに注意事項は，

「Ｂ　各学科共通科目，Ⅰ１年次生（２９年度カリキュラム）」の項を参照してください。

　　②　「機械の基礎解析」の３クラスＡＢＣは，学生番号によるクラス割りを参照してください。

　　③　「機械力学Ⅰ及び演習」の３クラスＡＢＣは，Web履修登録までに掲示します。

　　④　「基礎製図」の８クラスa～hならびに「数値計算リテラシー」のクラス分けについては，

前学期中に周知します。

　２　２９年度カリキュラムでも以下に示す３つの系における履修モデルを用意し，系統的な学修が

できるようにしています。特に３年次生後学期に設置されている「ゼミナール」においては，

それぞれの系に分かれ，さらに４年次生の「卒業研究」においては継続して同じ系の特色ある

教育を受けます。したがって，進路に併せて２年次以降の科目については，次項に示す履修モ

デルを基本に，選択してください。

　　⑴　システムダイナミクス系
　　　　材料にかかわる科目，制御にかかわる科目などを履修し，機械を構成する材料の特性や評

価ならびに，生産工場の自動化で不可欠となっているロボットの基礎や品質管理に関する基

礎知識を修得します。

　　⑵　エネルギーシステム系
　　　　熱や流れにかかわる科目，エネルギーにかかわる科目などを履修し，エネルギー変換の原理を

学ぶことで環境にやさしい熱・流体機械システムやエネルギー・環境問題の基礎知識を修得します。

　　⑶　システムインテグレーション系
　　　　ものづくりに直接かかわる機械要素ならびに機械製品の設計や製図，所望の寸法に加工し

た機械部品の組立てと評価などの生産の流れと情報の流れ及び新しいシステム作りに関する

基礎知識を修得します。

機
械
工
学
科
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２９年度カリキュラム　専門教育科目における系別履修モデル

システムインテ
グレーション系

エネルギー
システム系

システムダイ
ナミクス系 単位専門教育科目年次

●●●２自主創造の基礎２（教養科目）

１　
　

年

●●●３機械力学Ⅰ及び演習
●●●２ロハス工学Ⅰ
◎◎◎２基礎製図
◎◎◎２数値計算リテラシー
◎◎◎２機械の基礎解析
●●●２工科系数学Ⅳ（自然科学科目）

２　
　
　
　
　

年

◎◎◎２工科系数学Ⅴ（自然科学科目）
●●●３材料力学Ⅰ及び演習
●●●３材料力学Ⅱ及び演習
●●●２機械材料
●●●３機械力学Ⅱ及び演習
●●●３熱力学Ⅰ及び演習
●●●３熱力学Ⅱ及び演習
●●●３流れの力学Ⅰ及び演習
●●●２機械製図
●●●２機械要素設計
●●●２ロハス工学Ⅱ
●●●２機械工学実習
◎◎○２計測工学
○◎○２電気・電子工学概論
◎○◎２ＣＡＤ・ＣＡＭ
○○◎２確率・統計
◎◎◎１技術英語（外国語科目）

３　
　
　
　
　

年

◎◎◎２工科系数学Ⅵ（自然科学科目）
●●●２材料加工
●●●３流れの力学Ⅱ及び演習
●●●２機械設計製図
●●●２機械工学実験
●●●２技術者倫理（専門共通科目）
●●●２ゼミナール（専門共通科目）
○○◎２材料の強度
○◎○２計算力学
◎○○２機械製作法
◎◎◎２制御工学
○◎○２冷凍空調工学
○◎○２伝熱工学
○◎○２熱機関工学
○◎○２流体力学
○◎○２流体機械
◎○◎２トライボロジー
◎◎◎１企業実習
●●●６卒業研究（専門共通科目）

４　
　

年

○○◎２ロボット工学
○◎○２エネルギー工学
◎◎○２航空宇宙工学
◎◎○２自動車工学
○○◎２ヒューマンダイナミクス

２２科目２２科目２２科目必 修 で あ る 科 目 ● ５６単位５６単位５６単位
１４科目１８科目１５科目系の推奨する科目◎ ２６単位３４単位２８単位
１２科目８科目１１科目領域を広げる科目○ ２４単位１６単位２２単位
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Ⅲ　２年次生
　１　専門基礎科目のクラス分けは，以下に従って履修してください。
　　①　「機械力学Ⅱ及び演習」，「材料力学Ⅰ及び演習」，「熱力学Ⅰ及び演習」のクラス分けは，

前学期ガイダンス時に指示します。
　　②　「流れの力学Ⅰ及び演習」，「材料力学Ⅱ及び演習」，「熱力学Ⅱ及び演習」のクラス分けは，

前学期又は後学期ガイダンス時に指示します。
　　③　「機械力学Ⅰ及び演習」を再履修する学生は，１年次生の時間割に設置された「機械力学Ⅰ

及び演習」を受講してください。
　２　専門教育科目のクラス分けは，下表に従って履修してください。

　　　なお，「総合教育科目」のクラス分けは，「Ｂ　各学科共通科目，Ⅱ　２年次生（２９年度カリ
キュラム）」の項を参照してください。

　３　「機械製図」，「機械工学実習」について
　　　授業のクラス分けは前学期ガイダンス時に指示します。なお，オリエンテーションは以下の
日程で実施します。

　　　Web履修登録は，次のように行ってください。
　　①　機械製図
　　　・１組のＡクラスは後学期　月曜日
　　　・１組のＢクラスは後学期　水曜日
　　　・２組のＣクラスは前学期　月曜日
　　　・２組のＤクラスは前学期　水曜日
　　②　機械工学実習
　　　・１組のＡＢクラスは前学期　月曜日と前学期　水曜日（それぞれ隔週）
　　　・２組のＣＤクラスは後学期　月曜日と後学期　水曜日（それぞれ隔週）
　　　留学生で水曜５校時の前学期「日本の文化」を履修する場合には，上記の２科目は履修でき
ないので注意してください。

Ⅳ　３年次生
　１　４力学を再履修または履修する学生は，各年次に設置された講義を履修してください。
　　　各科目のクラス分けは，前学期ガイダンス時に指示するクラスで受講してください。
　２　専門教育科目のクラス分けは，下表に従って履修してください。

　　　なお，「総合教育科目」のクラス分けは，「Ｂ　各学科共通科目，Ⅱ　５～８年次生（２５年度

学　生　番　号ク　ラ　ス学　生　番　号ク　ラ　ス
３１３０８４～⑵３１３００１～３１３０８３⑴

機
械
工
学
科

学　生　番　号ク　ラ　ス学　生　番　号ク　ラ　ス
３０３０９２～⑵３０３００１～３０３０９１⑴

機械工学実習機械製図ク　ラ　ス 場所日時場所日時
ガイダンスでお知
らせします４月８日（水）１３時

４５１１教室
４５１２A教室

９月２８日（月）１３時Ａ１
組 ９月２３日（水）１３時Ｂ

ガイダンスでお知
らせします９月２３日（水）１３時４月１３日（月）１３時Ｃ２

組 ４月８日（水）１３時Ｄ
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カリキュラム）」の項を参照してください。
　３　「機械設計製図」と「機械工学実験」のオリエンテーションは，以下の日程で実施します。
　　　４月１０日（金）１３時（教室はガイダンスでお知らせします。）
　４　「機械製図」を再履修又は履修する学生のクラス分けは，前学期ガイダンス時に指示します。
また，受講者は２年次生のオリエンテーション（前記Ⅲの３項）に出席してください。

　５　「ゼミナール」については，前・後学期ガイダンス時に指示がありますので，注意してくだ
さい。

　６　「機械要素設計」を再履修する学生は，２年次生の時間割（後学期・火曜・２校時）に設置さ
れた「機械要素設計」を受講してください。受講クラスは３年次生の所属クラスと一致させて
ください。

　７　「機械工学実習」を再履修又は履修する場合は，次の日程でガイダンスを実施しますので，
必ず出席してください。４月６日（月）１３：００～（３年次生ガイダンス教室）

Ⅴ　４年次生
　１　卒業研究の配属に関するオリエンテーションは，前学期ガイダンス時に指示します。
　２　３年次生の科目を履修する場合，前記の「Ⅳ　３年次生」に記載のとおり履修してください。
　３　「機械設計製図」又は「機械工学実験」を再履修又は履修する学生のクラス分けは，前学期
ガイダンス時に指示します。また受講者は３年次生のオリエンテーション（前記Ⅳの３項）に
出席してください。

　４　教養科目，外国語科目等のクラス分けについては「Ｂ　各学科共通科目，Ⅱ５～８年次生（２５
年度カリキュラム）」の項を参照してください。

　５　「機械要素設計」を再履修する学生は，２年次の時間割（後学期・火曜・２校時）に設置され
た「機械要素設計」の１組又は２組を選んで受講してください。

　６　「機械工学実習」を再履修又は履修する学生は，次の日程でガイダンスを実施しますので，
必ず出席してください。４月６日（月）１３：００～（３年次生ガイダンス教室）

Ⅵ　５年次生以上
　１　５～８年次生は２９年度カリキュラム変更に伴い，一部の授業科目において開講されないもの，
開講年度の制限や変更があるので，注意して履修計画を立ててください。なお，後述のカリ
キュラム変更による「授業科目対応表（５～８年次生用）」を参照すること。

　２　受講免除は，一切認められません。
　３　卒業研究の配属に関するオリエンテーションは，前学期ガイダンス時に指示します。
　４　２年次生の「機械製図」を再履修又は履修する学生は，前記「Ⅲ　２年次生の３項」に出席
してください。

　５　３年次生の「機械設計製図」又は「機械工学実験Ⅱ」を再履修又は履修する学生は，前記
「Ⅳ　３年次生の３項」に出席してください。

　６　「機械工学実験Ⅰ」（必修２単位）と「機械工作実習」（必修２単位）の科目は２９年度カリキュ
ラム変更に伴い，「機械工学実習」（必修２単位）に統合されます。この２科目を履修する場合
には，不足単位は夏季及び冬季補講で充足します。

　　　Web履修登録を，「機械工学実験Ⅰ」は後学期，「機械工作実習」は前学期として行ってくだ
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さい。
　７　「機械要素設計」を再履修する学生は，２年次の時間割（後学期・火曜・２校時）に設置され
た「機械要素設計」の１組又は２組を選んで受講してください。

　８　「機械工作実習」を再履修又は履修する学生は，次の日程でガイダンスを実施しますので，
必ず出席してください。４月６日（月）１３：００～（３年次生ガイダンス教室）

　９　２９年度カリキュラム変更に伴い，一部の授業科目において開講されないもの，開講年度の制
限や変更があるので，注意して履修計画を立ててください。なお，後述のカリキュラム変更に
よる「授業科目対応表（５～８年次生用）」を参照してください。

　１０　「機械工学実験Ⅰ」を再履修又は履修する学生は，次の日程でガイダンスを実施しますので，
必ず出席してください。４月６日（月）１３：００～（３年次生ガイダンス教室）

機
械
工
学
科



－　５０　－

２５年度カリキュラム　専門教育科目における系別履修モデル

システムインテ
グレーション系

エネルギー
システム系

システムダイ
ナミクス系 単位専門教育科目年次

●●●３機械力学Ⅰ及び演習

１　
　

年

●●●２ロハス工学Ⅰ
◎◎◎２基礎製図
◎◎◎２数値計算リテラシー
◎◎◎２機械工学入門
◎◎◎２機械の基礎解析
●●●３材料力学Ⅰ及び演習

２　
　
　
　
　

年

●●●３材料力学Ⅱ及び演習
●●●２機械材料
●●●３機械力学Ⅱ及び演習
●●●３熱力学Ⅰ及び演習
●●●３熱力学Ⅱ及び演習
●●●３流れの力学Ⅰ及び演習
●●●２機械製図
●●●２機械要素設計
●●●２ロハス工学Ⅱ
●●●２機械工学実験Ⅰ
●●●２機械工作実習
◎◎○２計測工学
◎○◎２ＣＡＤ・ＣＡＭ
○◎○２電気・電子工学概論
○○◎２確率・統計
○◎◎２微分方程式
◎◎◎２線形代数
●●●３流れの力学Ⅱ及び演習

３　
　
　
　
　

年

●●●２材料加工
●●●２技術者倫理
●●●２機械設計製図
●●●２機械工学実験Ⅱ
●●●２機械工学ゼミナール
○○◎２材料の強度
◎○○２機械製作法
◎◎◎２制御工学
○◎○２伝熱工学
○◎○２冷凍空調工学
○◎○２熱機関工学
○◎○２流体力学
○◎○２流体機械
◎○◎２トライボロジー
○◎○２計算力学
◎◎◎２機械の数学
◎◎◎１機械技術英語
◎◎◎１企業実習
●●●６卒業研究

４　
　

年

◎○○２生産工学
○○◎２ロボット工学
○◎○２エネルギー工学
◎○○２産業財産権法
○○◎２ヒューマンダイナミクス
◎◎○２自動車工学
◎◎○２航空宇宙工学

２１科目２１科目２１科目必 修 で あ る 科 目 ● ５４単位５４単位５４単位
１７科目２０科目１７科目系の推奨する科目◎ ３２単位３８単位３２単位
１３科目１０科目１３科目領域を広げる科目○ ２６単位２０単位２６単位



－　５１　－

備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

必修３機械力学Ⅰ及び演習１０３０３１必修３機械力学Ⅰ及び演習８３０３１
２機械の基礎解析１０３０９１２機械の基礎解析８３０９１
必修２自主創造の基礎２１０００４１２機械工学入門８３１４１
２数値計算リテラシー１０３１７１２数値計算リテラシー８３２１１
２基礎製図１０３２５１２基礎製図８３３０１
必修２ロハス工学Ⅰ１０３３９１必修２ロハス工学Ⅰ８３４７１
必修３材料力学Ⅰ及び演習１０３０１２必修３材料力学Ⅰ及び演習８３０１２
必修３材料力学Ⅱ及び演習１０３０２２必修３材料力学Ⅱ及び演習８３０２２
必修３機械力学Ⅱ及び演習１０３０４２必修３機械力学Ⅱ及び演習８３０４２
必修３熱力学Ⅰ及び演習１０３０５２必修３熱力学Ⅰ及び演習８３０５２
必修３熱力学Ⅱ及び演習１０３０６２必修３熱力学Ⅱ及び演習８３０６２
必修３流れの力学Ⅰ及び演習１０３０７２必修３流れの力学Ⅰ及び演習８３０７２
２工科系数学Ⅴ１００４９２２微分方程式８３１０２
２確率・統計１０３１０２２確率・統計８３１１２
必修２工科系数学Ⅳ１００４５２２線形代数８３１２２
必修２機械要素設計１０３１１２必修２機械要素設計８３１５２
必修２機械材料１０３１４２必修２機械材料８３１８２
２計測工学１０３１５２２計測工学８３１９２
２CAD・CAM１０３１９２２CAD・CAM８３２３２
２電気・電子工学概論１０３２０２２電気・電子工学概論８３２４２

１単位不足分を夏季及び冬季補講する必修２機械工学実習１０３２４２必修２機械工学実験Ⅰ８３２７２
１単位不足分を夏季及び冬季補講する必修２機械工作実習８３２９２

必修２機械製図１０３２６２必修２機械製図８３３１２
必修２ロハス工学Ⅱ１０３４０２必修２ロハス工学Ⅱ８３４８２
必修３流れの力学Ⅱ及び演習１０３０８３必修３流れの力学Ⅱ及び演習８３０８３
２工科系数学Ⅵ１００５３３２機械の数学８３１３３
必修２材料加工１０３１２３必修２材料加工８３１６３
２機械製作法１０３１３３２機械製作法８３１７３
２材料の強度１０３１６３２材料の強度８３２０３
２計算力学１０３１８３２計算力学８３２２３
２流体力学１０３２１３２流体力学８３２５３
１企業実習１０３２２３１企業実習８３２６３
必修２機械工学実験１０３２３３必修２機械工学実験Ⅱ８３２８３
必修２機械設計製図１０３２７３必修２機械設計製図８３３２３
２熱機関工学１０３２８３２熱機関工学８３３３３
２冷凍空調工学１０３２９３２冷凍空調工学８３３４３
２流体機械１０３３０３２流体機械８３３５３
２制御工学１０３３３３２制御工学８３３９３
２伝熱工学１０３３４３２伝熱工学８３４０３
２トライボロジー１０３３６３２トライボロジー８３４２３
必修２ゼミナール１０３４２３必修２機械工学ゼミナール８３４６３
必修２技術者倫理１０３４１３必修２技術者倫理８３４９３
１技術英語１００２９３１機械技術英語８３５０３
２航空宇宙工学１０３３１４２航空宇宙工学８３３６４
２自動車工学１０３３２４２自動車工学８３３７４

開講しない･･････････２生産工学８３３８４
２エネルギー工学１０３３５４２エネルギー工学８３４１４
２ヒューマンダイナミクス１０３３７４２ヒューマンダイナミクス８３４３４
２ロボット工学１０３３８４２ロボット工学８３４４４

開講しない･･････････２産業財産権法８３４５４
必修６卒業研究１０３４３４必修６卒業研究８３５１４

開講しない･･････････２FE経済分析８９０１２
開講しない･･････････２FE流体工学８９０２３
開講しない･･････････２FE静力学８９０３３
開講しない･･････････２FE材料力学８９０４３
開講しない･･････････２FE動力学８９０５３
開講しない･･････････２FE熱力学８９０６３
開講しない･･････････２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない･･････････２FE材料科学８９０８２
開講しない･･････････２FE電気電子工学８９０９２
開講しない･･････････２FE化学・生物８９１０２
開講しない･･････････２FEコンピュータ工学８９１１２

カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

（注）単位欄の表記で，「必修」は「必修科目」を，単位のみ表記は「選択科目」を示す。

機
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　修得単位チェック表　
Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）　　　　　　　　　　　　　　　（１～４年次生用）

　１．「合格表」右端（単位修得状況）に記載の修得数（単位数）を下表のＢ欄に記入する。

　２．Ｂ欄の記入値からＣ欄の数値を計算し記入する。

　３．Ｃ欄の「正」の数値をＤ欄に記入し，その合計を求めて「Ｄ１７」と「Ｂ１７」に記入する。

　４．Ｃ欄のいずれかに「負の値」があれば卒業できないことを示すので，「負の値」の該当する

「科目群」から，「正の値」になるよう履修科目を選定すること。

　５．詳細は，該当年度の学部要覧に記載の「履修について→科目体系→機械工学科」の項を参照

して，必ず卒業条件を十分満足するように，余裕のある履修計画を立てて履修登録をすること。

　６．不明の点がある場合には，クラス担任に相談すること。

修得単位チェック表

（修得単位数）－（卒業要件）
（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）

修　　得
単位数（Ｂ）

卒　業　要　件
（Ａ）科　　　　　目

Ｃ１＝Ｂ１－４Ｂ１４単位必 修
教養科目

Ｃ２＝Ｂ２－８Ｂ２８単位以上選 択
Ｃ３＝Ｂ３－１０Ｂ３１０単位必 修

外国語科目
Ｃ４＝Ｂ４Ｂ４選 択
Ｃ５＝Ｂ５－２Ｂ５２単位必 修

体育科目
Ｃ６＝Ｂ６Ｂ６選 択
Ｃ７＝Ｂ７－１７Ｂ７１７単位必 修自然科学

科　　目 Ｃ８＝Ｂ８Ｂ８選 択
小　　　計

Ｃ１０＝Ｂ１０－５４Ｂ９
８０単位
以　上

１０単位専 門 共 通
専門教育
科　　目 Ｃ１１＝Ｂ１１－２６Ｂ１０４２単位以上必 修

Ｃ１１＝Ｂ１１－２６Ｂ１１２８単位以上選 択
小　　　計

Ｃ１２＝Ｂ１２Ｂ１２他 学 科 選 択 科 目
そ　

の　

他

Ｃ１３＝Ｂ１３Ｂ１３教 職 科 目
（教科に関する科目）

Ｃ１４＝Ｂ１４Ｂ１４臨床工学技士課程科目
Ｃ１５＝Ｂ１５Ｂ１５単位互換相互履修科目
Ｃ１６＝Ｂ１６－１２６Ｂ１６１２６単位以上合　　　　　計

Ｃ１７＝Ｂ１７－５Ｂ１７５単位以上総合選択単位

総合選択単位の算出
（Ｃ）欄の正の値を記入

（Ｄ）

上記の「正の数」の合計
Ｄ１７：

合格表より修得単位をＢ欄に記入

Ｃ欄の（Ｃ１～Ｃ１７）に「負の値」があれば卒業できない

「Ｂ１７」に記入する（Ｄ１７＝Ｃ１７）
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　修得単位チェック表　
Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）　　　　　　　　　　　　　　　（５～８年次生用）

　１．「合格表」右端（単位修得状況）に記載の修得数（単位数）を下表のＢ欄に記入する。

　２．Ｂ欄の記入値からＣ欄の数値を計算し記入する。

　３．Ｃ欄の「正」の数値をＤ欄に記入し，その合計を求めて「Ｄ１８」と「Ｂ１８」に記入する。

　４．Ｃ欄のいずれかに「負の値」があれば卒業できないことを示すので，「負の値」の該当する

「科目群」から，「正の値」になるよう履修科目を選定すること。

　５．詳細は，該当年度の学部要覧に記載の「履修について→科目体系→機械工学科」の項を参照

して，必ず卒業条件を十分満足するように，余裕のある履修計画を立てて履修登録をすること。

　６．不明の点がある場合には，クラス担任に相談すること。

修得単位チェック表

（修得単位数）－（卒業要件）
（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）

修　　得
単位数（Ｂ）

卒　業　要　件
（Ａ）科　　　　　目

Ｃ１＝Ｂ１－１０Ｂ１１０単位以上選 択教養科目
Ｃ２＝Ｂ２－４Ｂ２

１０単位
以　上

４単位必 修英
語外国語科目 Ｃ３＝Ｂ３－３Ｂ３３単位以上選 択

Ｃ４＝（Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ４）－１０Ｂ４選 択
Ｃ５＝Ｂ５－２Ｂ５２単位

以　上
２単位必 修

体育科目
Ｃ６＝Ｂ６Ｂ６選 択
Ｃ７＝Ｂ７Ｂ７選 択基礎科目
Ｃ８＝Ｂ８－６Ｂ８１４単位

以　上
６単位必 修自然科学

科　　目 Ｃ９＝Ｂ９－８Ｂ９８単位以上選 択
小　　　計

Ｃ１０＝Ｂ１０－５４Ｂ１０８０単位
以　上

５４単位必 修専門教育
科　　目 Ｃ１１＝Ｂ１１－２６Ｂ１１２６単位以上選 択

小　　　計
Ｃ１２＝Ｂ１２Ｂ１２他 学 科 選 択 科 目

そ　

の　

他

Ｃ１３＝Ｂ１３Ｂ１３グローバルエンジニア
関 連 科 目

Ｃ１４＝Ｂ１４Ｂ１４教 職 科 目
（教科に関する科目）

Ｃ１５＝Ｂ１５Ｂ１５臨床工学技士課程科目
Ｃ１６＝Ｂ１６Ｂ１６単位互換相互履修科目
Ｃ１７＝Ｂ１７－１２６Ｂ１７１２６単位以上合　　　　　計

Ｃ１８＝Ｂ１８－１０Ｂ１８１０単位以上総合選択単位

総合選択単位の算出
（Ｃ）欄の正の値を記入

（Ｄ）

上記の「正の数」の合計
Ｄ１８：

「Ｂ１８」に記入する（Ｄ１８＝Ｂ１８）

合格表より修得単位をＢ欄に記入

Ｃ欄の（Ｃ１～Ｃ１８）に「負の値」があれば卒業できない

機
械
工
学
科
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４　電気電子工学科

Ⅰ　各学年共通事項

　１　履修上の注意

　　①　入学年度のカリキュラムに従って履修してください。なお，各学年の対象カリキュラムは

「履修の手引の見方」（目次の次頁）を参照してください。

　　②　カリキュラム変更により，一部の授業科目に科目名の変更や履修年次の変更があるため，

後述の授業科目対応表（５７頁）をよく確認の上，履修してください。

　　③　総合選択単位は，できる限り電気電子工学科の科目を履修してください。

　　④　「工科系数学Ⅳ・同Ⅴ」，「電気回路Ⅰ・同Ⅱ及び演習」，「電磁気学Ⅰ・同Ⅱ及び演習」「電

気電子計測Ⅰ」及び「電子回路Ⅰ」の８科目については次学期にも同じ名称の再履修科目が

設置されています。前の学期に修得できなかった場合に履修することができます。

　　⑤　「工科系数学Ⅳ～Ⅶ」，「確率・統計」，「企業実習」，「制御工学」は電気電子工学科に設置

されている科目を履修してください。他学科に設置されている同じ名称の科目を履修しても

専門教育科目の単位になりません。

　　⑥　卒業後，「電気主任技術者」，「電気通信主任技術者」，「電気工事士」，「特殊無線技士」な

どの資格が必要になる場合がありますので，資格取得に必要な授業科目（学部要覧参照）を

優先して履修してください。

　２　学生実験の履修条件

　　①　２５年度カリキュラムでは，前学期に設置されている「電気電子製作実習，電気電子基礎実

験Ⅰ，エネルギー機器実験又は高周波実験」の３科目を同一年度に履修することはできませ

ん。

　　②　２９年度カリキュラムでは，前学期に設置されている「電気電子製作実習，電気電子基礎実

験Ⅰ，エネルギー機器実験又はエレクトロニクス実験」の３科目を同一年度に履修すること

はできません。

　３　ゼミナール及び卒業研究の履修条件

　　①　「ゼミナール」を履修するためには，「３年次生以上の後学期始めに６５単位以上修得してい

ること」が条件です。

　　②　「卒業研究」を履修するためには，「４年次生以上の学年始めに１００単位以上を修得し，さ

らに，その年度で卒業に必要な授業科目をすべて履修できること」が条件です。 
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電
気
電
子
工
学
科

Ⅱ　１年次生

　１　「工科系数学Ⅳ・同Ⅴ」，「情報リテラシー」及び「Ｃプログラミング及び演習」のクラス編

成は下表に従ってください。なお，後学期の「工科系数学Ⅳ」は再履修用科目です。前学期に

修得できなかった場合には，後学期の再履修科目登録ガイダンスの際に登録してください。

　２　臨床工学技士課程は，２年次生からのみ履修開始を許可しています。履修するためにはいく

つかの条件がありますので，年に２回行われるガイダンスに出席して，説明を受けてください。

なお，ガイダンスの日程はポータルサイトに掲示しますので，確認してください。

Ⅲ　２年次生

　　「電気回路Ⅰ・同Ⅱ及び演習」及び「電磁気学Ⅰ・同Ⅱ及び演習」のクラス編成は下表に従っ

てください。下表以外の科目は，正規のクラス割（１３８頁）に従って履修してください。

Ⅳ　３年次生

　１　「ゼミナール」を履修する場合は，土曜日の６校時に登録してください。「ゼミナール」の研

究室配属は，卒業研究中間発表会直後の配属調査により決定します。卒業研究中間発表会（後

学期ガイダンスの前日を予定）に必ず出席し，配属希望研究室を決めてください。「ゼミナー

ル」で配属される研究室には定員がありますので，配属希望者が多数の場合は成績順を原則に

配属します。

　２　「企業実習」を履修する場合は，土曜日の４校時に登録してください。また，「企業実習」の

ガイダンスを初回の授業（土曜日の４校時）に行いますので履修予定者は必ず出席してください。

ク　　ラ　　ス　　編　　成科　　目　　名

プレースメントテストによる数学の習熟度クラス編成と同じとします。工科系数学Ⅳ

後学期ガイダンスの教室又は１５号館前の掲示板に掲示します。工科系数学Ⅴ

コンピュータに関する習熟度により３クラスに編成します。情報リテラシー

コンピュータに関する習熟度により３クラスに編成します。Ｃプログラミング及び演習

ク　　ラ　　ス　　編　　成科　　目　　名

２年次前学期の再履修科目を履修してください。後学期の正規科目を履修す
る場合は，１年次に履修したときと同じクラスとします。電気回路Ⅰ及び演習

前学期ガイダンスの教室又は１５号館前の掲示板に掲示します。電気回路Ⅱ及び演習

前学期ガイダンスの教室又は１５号館前の掲示板に掲示します。電磁気学Ⅰ及び演習

「電磁気学Ⅰ及び演習」と同じクラス編成とします。電磁気学Ⅱ及び演習
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Ⅴ　４年次生（５年次生以上を含む）

　１　「卒業研究」を履修する場合は，土曜日の５校時に登録してください。「卒業研究」の所属研

究室は，原則として「ゼミナール」の所属研究室になります。「卒業研究」において，「ゼミ

ナール」で所属した研究室と異なる研究室を希望する場合は，「ゼミナール」で所属した研究

室と「卒業研究」で所属を希望する研究室の指導教員と学科主任のそれぞれの許可を得，さら

に，電気電子工学科教室会議の議を経るものとします。ただし，研究室の所属変更は，変更先

の研究室における割当人数内で可能です。

　２　就職に関するガイダンスを次の日時に行います。

　　４月２日（木）１３時から４年次生のガイダンス教室で実施します。

　３　卒業研究配属に関するガイダンスを次の日時に行います。

　　４月２日（木）１４時から４年次生のガイダンス教室で実施します。
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備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

１情報リテラシー１０４０１１１情報リテラシー８４０１１
２自主創造の基礎２１０００５１２産業入門セミナー８４０２１
２工科系数学Ⅳ１００４６１２電気電子数学Ⅰ８４０３１
２工科系数学Ⅴ１００５０１２電気電子数学Ⅱ８４０４１
３電気回路Ⅰ及び演習１０４０４１３電気回路Ⅰ及び演習８４０９１
２Cプログラミング及び演習１０４０６１２Cプログラミング及び演習８４１１１
１電気電子製作実習１０４１４１１電気電子製作実習８４２１１
２工科系数学Ⅵ１００５４２２電気電子数学Ⅲ８４０５２
２工科系数学Ⅶ１００５６２２電気電子数学Ⅳ８４０６２
３電磁気学Ⅰ及び演習１０４０２２３電磁気学Ⅰ及び演習８４０７２
３電磁気学Ⅱ及び演習１０４０３２３電磁気学Ⅱ及び演習８４０８２
３電気回路Ⅱ及び演習１０４０５２３電気回路Ⅱ及び演習８４１０２

開講しない　・・・・・・・・・・２離散数学８４１２２
２確率・統計１０４０７３２確率・統計８４１３２

開講しない　・・・・・・・・・・２過渡現象８４１４２
２電気回路Ⅲ１０４０８３２伝送回路８４１５２
２電気電子計測Ⅰ１０４１２２２電気電子計測Ⅰ８４１９２
２電気電子計測Ⅱ１０４１３２２電気電子計測Ⅱ８４２０２
２半導体デバイス１０４１５２２半導体デバイス８４２２２
２電気機器Ⅰ１０４１７２２電気機器Ⅰ８４２５２
２電気機器Ⅱ１０４１８２２電気機器Ⅱ８４２６２
２実用Cプログラミング及び演習１０４３２２２実用Cプログラミング及び演習８４４３２
１電気電子基礎実験Ⅰ１０４３３２１電気電子基礎実験Ⅰ８４４５２
１電気電子基礎実験Ⅱ１０４３４２１電気電子基礎実験Ⅱ８４４６２
２電気電子設計製図１０４３７２２電気電子設計製図８４４９２
２コンピュータ工学１０４３８２２コンピュータ工学８４５０２
２電子回路Ⅰ１０４０９２２電子回路Ⅰ８４１６３
２電子回路Ⅱ１０４１０３２電子回路Ⅱ８４１７３
２デジタル回路１０４１１３２デジタル回路８４１８３

開講しない　・・・・・・・・・・２電子デバイス８４２３３
２電気電子材料１０４１６３２電気電子材料８４２４３
２電力工学Ⅰ１０４２０３２電力工学Ⅰ８４２８３
２電力工学Ⅱ１０４２１３２電力工学Ⅱ８４２９３
２技術者倫理１０４４２３２電気電子工学技術者倫理８４３０３

開講しない　・・・・・・・・・・２通信工学Ⅰ８４３４３
２通信工学１０４２５３２通信工学Ⅱ８４３５３
１技術英語１００３０４１電気電子技術英語８４３６３
２電磁波工学１０４２６３２電磁波工学８４３７３
１企業実習１０４２７３１企業実習８４３８３
２光量子エレクトロニクス１０４２８３２光エレクトロニクス８４３９３
２電気音響工学１０４３０３２電気音響工学８４４１３
２制御工学１０４３１３２制御工学８４４２３
２エレクトロニクス実験１０４３５３２高周波実験８４４７３
２エネルギー機器実験１０４３６３２エネルギー機器実験８４４８３
２情報通信ネットワーク１０４３９３２コンピュータネットワーク８４５１３
２ゼミナール１０４４３３２ゼミナール８４５２３
２パワーエレクトロニクス１０４１９３２パワーエレクトロニクス８４２７４
２電力応用１０４２２４２電力応用８４３１４
２電気法規及び施設管理１０４２３４２電気法規・施設管理８４３２４
２電波法及び電気通信事業法１０４２４４２電波法及び電気通信事業法８４３３４
２電波電子応用１０４２９４２電波電子応用８４４０４

開講しない　・・・・・・・・・・２システム工学８４４４４
６卒業研究１０４４４４６卒業研究８４５３４

開講しない　・・・・・・・・・・２FE経済分析８９０１２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE流体工学８９０２３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE静力学８９０３３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE材料力学８９０４３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE動力学８９０５３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE熱力学８９０６３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない　・・・・・・・・・・２FE材料科学８９０８２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE電気電子工学８９０９２
開講しない　・・・・・・・・・・２FE化学・生物８９１０２
開講しない・・・・・・・・・・２FEコンピュータ工学８９１１２
開講しない・・・・・・・・・・２FE数学　　　　　　　　　　８９１２２
新設科目につき代替履修できない２信号処理１０４４０３・・・・・・・・・・
新設科目につき代替履修できない２組込みシステム１０４４１３・・・・・・・・・・

カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

電
気
電
子
工
学
科
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　修得単位チェック表　
　前学期と後学期のガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位の修得状況をチェ

ックしてください。

　Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）

　　　ガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位の修得状況をチェックしてくだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１～４年次生用）

不足単位（修得単位－卒業要件）修得単位数卒　　業　　要　　件科　　　　　目

単　
　
　

位　
　
　

修　
　
　

得　
　
　

状　
　
　

況

１２単位以上
４単位必 修 科 目教 養

科 目 ８単位以上選 択 科 目

１０単位以上
１０単位必 修 科 目外 国 語

科 目 選 択 科 目

２単位以上
２単位必 修 科 目体 育

科 目 選 択 科 目

２１単位以上
１５単位必 修 科 目自然科学

科 目 ６単位以上選 択 科 目

１０単位専 門 共 通 科 目

専
門
教
育
科
目

２６単位必 修 科 目

選択必修２４単位以
上を含めて３４単位
以上

選択必修科目
電子情報通信コース

選 択 科 目

選択必修２４単位以
上を含めて３４単位
以上

選択必修科目
電気エネルギーコース

選 択 科 目

他 学 科 専 門 教 育 科 目 等

そ
の
他

教 職 課 程 科 目 （ 教 科 に 関 す る 科 目 ）

臨 床 工 学 技 士 課 程 科 目

単 位 互 換 ・ 相 互 履 修 科 目

１２５単位以上合　　　　　　計
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　修得単位チェック表　
　前学期と後学期のガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位の修得状況をチェ

ックしてください。

　Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）

　　　ガイダンスで「合格表」を受け取り，卒業に必要となる単位の修得状況をチェックしてくだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５～８年次生用）

不足単位（修得単位－卒業要件）修得単位数卒　　業　　要　　件科　　　　　目

単　
　
　

位　
　
　

修　
　
　

得　
　
　

状　
　
　

況

１０単位以上教 養 科 目

英語必修科目＋英
語選択科目を含め
て１０単位以上

４単位必 修英
語外 国 語

科 目 ３単位以上選 択

選 択 科 目

２単位以上
２単位必 修 科 目体 育

科 目 選 択 科 目

選 択 科 目基 礎
科 目

１４単位以上
１４単位必 修 科 目自然科学

科 目 選 択 科 目

３８単位必 修 科 目

専
門
教
育
科
目

選択必修３２単位以
上を含めて４２単位
以上

選択必修科目
電子情報通信コース

選 択 科 目

選択必修３２単位以
上を含めて４２単位
以上

選択必修科目
電気エネルギーコース

選 択 科 目

他 学 科 選 択 科 目 等

そ
の
他

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア 関 連 科 目

教 職 課 程 科 目 （ 教 科 に 関 す る 科 目 ）

臨 床 工 学 技 士 課 程 科 目

単 位 互 換 ・ 相 互 履 修 科 目

１２６単位以上合　　　　　　計

電
気
電
子
工
学
科
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５　生命応用化学科

Ⅰ　各学年共通事項

１　履修条件について（修得単位は年度始めで数える）

　履修条件はカリキュラムにより違うため２～３頁を参照してください。

２　卒業研究の履修条件

　卒業研究を履修するためには，４年次生（５年次生以上を含む）の学年始めに１００単位以上を

修得していなければなりません。また，３年次までに設置されている専門実験科目及びゼミ

ナールを修得していること。

３　卒業見込証明書の発行条件

　卒業見込証明書は，４年次生（５年次生以上を含む）の学年の始めに１００単位以上を修得し，

卒業研究を履修している学生又は修得した学生に対して発行します。

４　３年次生（平成２９年度生）は「ゼミナール」を履修すること。

　２９年次生はゼミナールの単位を修得しないと次年度の卒業研究に着手できません。

５　「化学Ⅰ」，「化学Ⅱ」，「化学実験（化学実験及び演習）」を再履修する学生は，他学科の該当科目

を再履修することは原則としてできません。生命応用化学科の該当科目を受講してください。

１年次前学期の「化学Ⅰ」，「化学Ⅱ」を不合格となった学生は，後学期の該当科目を受講し

てください。２年次生以上で再履修する学生は，前学期又は後学期の該当科目を履修すること

ができますが，前学期の場合はいずれかひとつの履修を希望したとしても「化学Ⅰ」と「化学

Ⅱ」の両方を履修しなければいけません。後学期の場合は不合格となった科目のみ履修するこ

とができます。

６　４年次生以上で，「生命応用化学入門」，「化学数学Ｉ」を再履修する学生は，１年次時間割に

設置されている「自主創造の基礎２」，「工科系数学Ⅳ」をそれぞれ履修してください。

７　５年次生以上で，「基礎の化学」，「化学情報処理入門」を再履修する学生は，４年次時間割に

設置されている「基礎の化学Ｂ（集中講義）」，「化学情報処理入門Ｂ（集中講義）」をそれぞれ

履修してください。

８　生命応用化学科では，学修・教育目標Ａ～Iを設定しており，学生は学修・教育目標を常に

意識して真剣に学修に取り組むことが必要です。

①　生命応用化学科（２５年度カリキュラム）

　ア　教育目的

　２１世紀を切り開く持続可能な社会システムの実現に向け，生命・材料・環境等に広く関わる

化学の応用分野の幅広い知識及び実験技術を修得し，高い倫理観と問題解決能力を有し，生命

や環境に配慮した化学製品や医薬品などの開発・生産・普及活動及び環境保全・リサイクル活

動等に従事・貢献できる応用化学・生命科学技術者，教員，公務員，研究者等を養成する。
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　イ　教育目標

　生命応用化学科では，以下の教育目標Ａ～Iを掲げて上記教育目的を達成させます。

　生命応用化学科の学修・教育目標Ａ～I （２５年度カリキュラム）

　Ａ：グローバルな視野を身につける。
①　本学の教育理念に基づき，幅広い一般教養を身につけることにより，さまざまな文化・

伝統・国家間の関係・諸国民の相互依存性を認識し，自分とは異なる見方・手法・発想を

認める姿勢を身につける。

②　科学技術が人間社会にもたらしてきた功罪を認識し，冷静に評価する力を身につけ，人

類の幸福に貢献すべき化学技術のあり方や，地球社会の中で化学技術者が果たす役割につ

いて考えることができる。

③　基礎的な外国語読解能力，会話や文章作成力を身につける。

　B：高い倫理観と環境保全に関する知識を身につける。
①　化学物質の有用性と危険性を説明できる。化学物質の取扱方法や保管に関する知識があ

り，関連する基本的な法規を理解している。

②　化学技術者としての職務上の社会的ルールと倫理規範を理解している。

③　化学物質が環境に及ぼす影響と環境保全の意義を説明できる。また，化学物質の廃棄や

処理方法を正しく理解している。

　Ｃ：自然科学の基礎とＩＴリテラシーを身につける。
①　化学，物理，数学等の自然科学の基礎を理解している。

②　化学・物理現象に関する基本的な実験技術を身につけている。それらの実験結果を説明

できる。

③　化学技術者に必要な基本ソフトの操作ができる。

　D：応用化学及び関連する領域の問題解決能力を身につける。
①　工学の基礎となる有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，生命化学，化学工学，応

用数学，情報処理技術の基礎知識を身につけ，問題解決に利用できる。

②　種々の機能性化学材料や医学農薬・食品・バイオ材料などのバイオ関連産業生成物の開

発・製造あるいは環境計測や環境に配慮した化学品製造・リサイクルプロセスの構築に必

要な専門基礎知識及び専門知識を身につけ問題解決に利用できる。

　E：デザイン能力を身につける。
①　研究テーマの経済性，安全性，信頼性，社会及び環境への影響等の背景について理解し

ている。

②　与えられた問題を解決するために必要な実験とその実験手順，実験装置及び測定法等を

適切にデザインできる。

③　実験結果等を適切に解釈し，問題の解決に必要な対策をデザインできる。

生
命
応
用
化
学
科
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　Ｆ：基礎的な化学技術英語を身につける。
①　化学分野の基礎的学術用語を読み書きできる。

②　化学分野の英語文献を和訳し理解できる。

　Ｇ：自主的・継続的に学修する力を身につける。
①　必要な知識と適切な情報源を選択して，調査報告することができる。

②　新しい技術や社会環境について，自主的かつ継続的に学修し，説明することができる。

　H：コミュニケーション能力を身につける。
①　専門用語を含めて適切な言葉を選択し，文法的に適切な日本語でコミュニケーションで

きる。

②　論理的な記述の文章を作成することができる。

③　適切な図や表を使いプレゼンテーションできる。

④　相手の理解度を確認しながら論理的かつ分かりやすく討論できる。

　I：チームワーク力を身につける。
①　チーム内における自らの役割を認識し，期限内に任務を遂行できる。

②　チーム構成員と協調して仕事を進めることができる。

　ウ　系の特徴

　化学は，持続可能な社会システムの構築に際して，環境保全や生命活動の維持に関わる重要

な材料などの生産及び生命や環境に配慮したそれらの活用に深く関わっています。生命応用化

学科では，その基盤となる知識や実験技術を幅広く修得するために，次に示す３つの系の履修

モデルを用意して，系統的な学修ができるように配慮しています。学生はそれぞれの履修モデ

ルを基本に，各自の関心や将来の希望に応じた科目を選択して履修することにより，化学とそ

の応用を学びます。

　　⑴　応用化学系
未来の私たちの豊かで便利な生活は，より機能的で人に優しい，新しい化学物質から材料

を創製することによって成し遂げられます。また，現代社会においては，化学物質を生命や

環境に配慮して生産・活用することが求められています。この履修モデルでは，ポリマーや

セラミックス，医薬品，触媒，香料，薄膜，光電子材料等の機能性材料を生命や環境に配慮

しながら開発するために必要な知識と実験技術を学びます。

　　⑵　環境化学系
　現代社会においては，数知れない化学物質が地球上に広まり，持続可能な社会システムを

実現するために，環境問題は私たちの生活にとって重要な問題です。また，化学物質を造り

出すプロセスや化学物質が環境に及ぼす影響を良く理解しなければ，環境に優しい物質を創

り出すことはできません。この履修モデルでは，環境汚染物質の処理と評価分析のプロセス

を構築し，地球に優しい産業プロセスの創製を考えるために必要な知識と実験技術を学びま

す。
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　　⑶　生命化学系
　近年，生命現象を対象とした科学は急速な発展を遂げ，その成果は新しい学問領域の創出

にとどまらず，バイオ産業分野への展開も顕著になっています。なかでも，化学を基盤とし

て生命現象を解明し，医学や環境，工学への応用を行う生命化学の重要性が高まっています。

この履修モデルでは，生命化学の応用分野である医薬品，農薬，食品，バイオ材料等の開発

に必要な知識と実験技術を中心に学びます。

②　生命応用化学科（２９年度カリキュラム）

　ア　教育目的

　２１世紀を切り開く持続可能な社会システムの実現を目指し，生命・材料・環境等に関わる化

学の応用分野の幅広い知識及び実験技術を修得し，高い倫理観と問題解決能力を有する人材を

育成することで，生命や環境に配慮した化学製品や医薬品などの開発・生産・普及活動及び環

境保全・リサイクル活動等に従事・貢献できる応用化学・環境化学・生命化学の技術者，教員，

公務員，研究者等を養成する。

　イ　教育目標

　生命応用化学科では，以下の教育目標Ａ～Iを掲げて上記教育目的を達成させます。

　　生命応用化学科の学修・教育目標Ａ～I （２９年度カリキュラム）

　　　Ａ　グローバルな視野を身につける。
　　　　①　本学の教育理念に基づき，幅広い一般教養を身につけることにより，さまざまな文

化・伝統・国家間の関係・諸国民の相互依存性を認識し，自分とは異なる見方・手

法・発想を認める姿勢を身につける。

　　　　②　科学技術が人間社会にもたらしてきた功罪を認識し，冷静に評価する力を身につけ，

人類の幸福に貢献すべき化学技術のあり方や，地球社会の中で化学技術者が果たす役

割について考えることができる。

　　　　③　基礎的な外国語読解能力，会話や文章作成力を身につける。

　　　B　高い倫理観と環境保全に関する知識を身につける。
　　　　①　化学物質の有用性と危険性を説明できる。化学物質の取扱方法や保管に関する知識

があり，関連する基本的な法規を理解している。

　　　　②　化学技術者としての職務上の社会的ルールと倫理規範を理解している。

　　　　③　化学物質が環境に及ぼす影響と環境保全の意義を説明できる。また，化学物質の廃

棄や処理方法を正しく理解している。

　　　Ｃ　自然科学の基礎とITリテラシーを身につける。
　　　　①　化学，物理，数学等の自然科学の基礎を理解している。

　　　　②　化学・物理現象に関する基本的な実験技術を身につけている。それらの実験結果を

説明できる。

　　　　③　化学技術者に必要な基本ソフトの操作ができる。
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　　　D　応用化学及び関連する領域の問題解決能力を身につける。
　　　　①　工学の基礎となる有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，生命化学，化学工学，

応用数学，情報処理技術の基礎知識を身につけ，問題解決に利用できる。

　　　　②　種々の機能性化学材料や医薬・農薬・食品・バイオ材料などのバイオ関連産業生成

物の開発・製造あるいは環境計測や環境に配慮した化学品製造・リサイクルプロセス

の構築に必要な専門基礎知識及び専門知識を身につけ，問題解決に利用できる。

　　　E　デザイン能力を身につける。
　　　　①　研究テーマの経済性，安全性，信頼性，社会及び環境への影響等の背景について理

解している。

　　　　②　与えられた問題を解決するために必要な実験とその実験手順，実験装置及び測定法

等を適切にデザインできる。

　　　　③　実験結果等を適切に解釈し，問題の解決に必要な対策をデザインできる。

　　　Ｆ　基礎的な化学技術英語を身につける。
　　　　①　化学分野の基礎的学術用語を読み書きできる。

　　　　②　化学分野の英語文献を和訳し理解できる。

　　　Ｇ　自主的・継続的に学修する能力を身につける。
　　　　①　必要な知識と適切な情報源を選択して，調査報告することができる。

　　　　②　新しい技術や社会環境について，自主的かつ継続的に学修し，説明することができ

る。

　　　H　コミュニケーション能力を身につける。
　　　　①　専門用語を含めて適切な言葉を選択し，文法的に適切な日本語でコミュニケーショ

ンできる。

　　　　②　論理的な記述の文章を作成することができる。

　　　　③　適切な図や表を使いプレゼンテーションできる。

　　　　④　相手の理解度を確認しながら論理的かつ分かりやすく討論できる。

　　　I　チームワーク力を身につける。
　　　　①　チーム内における自らの役割を認識し，期限内に任務を遂行できる。

　　　　②　チーム構成員と協調して仕事を進めることができる。

　ウ　系の特徴

　化学は，持続可能な社会システムの構築に際して，環境保全や生命活動の維持に関わる重要

な材料などの生産及び生命や環境に配慮したそれらの活用に深く関わっています。生命応用化

学科では，その基盤となる知識や実験技術を幅広く修得するために，次に示す３つの系の履修

モデルを用意して，系統的な学修ができるように配慮しています。学生はそれぞれの履修モデ

ルを基本に，各自の関心や将来の希望に応じた科目を選択して履修することにより，化学とそ

の応用を学びます。
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　　⑴ 　応用化学系
　　　　未来の私たちの豊かで便利な生活は，より機能的で人に優しい，新しい化学物質から材料

を創製することによって成し遂げられます。また，現代社会においては，化学物質を生命や

環境に配慮して生産・活用することが求められています。この履修モデルでは，ポリマーや

セラミックス，医薬品，触媒，香料，薄膜，光電子材料等の機能性材料を生命や環境に配慮

しながら開発するために必要な知識と実験技術を学びます。

　　⑵　環境化学系
　　　　現代社会においては，数知れない化学物質が地球上に広まり，持続可能な社会システムを

実現するために，環境問題は私たちの生活にとって重要な問題です。また，化学物質を造り

出すプロセスや化学物質が環境に及ぼす影響を良く理解しなければ，環境に優しい物質を造

り出すことはできません。この履修モデルでは，環境汚染物質の処理と評価分析のプロセス

を構築し，地球に優しい産業プロセスの創製を考えるために必要な知識と実験技術を学びま

す。

　　⑶　生命化学系
　近年，生命現象を対象とした科学は急速な発展を遂げ，その成果は新しい学問領域の創出

にとどまらず，バイオ産業分野への展開も顕著になっています。なかでも，化学を基盤とし

て生命現象を解明し，医学や環境，工学への応用を行う生命化学の重要性が高まっています。

この履修モデルでは，生命化学の応用分野である医薬品，農薬，食品，バイオ材料等の開発

に必要な知識と実験技術を中心に学びます。

生
命
応
用
化
学
科
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２９年度カリキュラム　専門教育科目における系別履修モデル

●：必修科目
◎：系が強く履修を推奨する選択科目
○：領域を広げる選択科目

生命化学系環境化学系応用化学系単位科　　目　　名学期設置
学年

●●●２生命化学Ⅰ前１
●●●２生命化学Ⅱ後１
●●●２無機化学Ⅰ後１
●●●２有機化学Ⅰ後１
●●●２化学工学Ⅰ後１
●●●２分析化学前２
●●●２物理化学前２
●●●２無機化学Ⅱ前２
●●●２有機化学Ⅱ前２
●●●２化学工学Ⅱ前２
●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅰ前２
○○◎２量子化学前２
◎○○２分子生物学前２
○◎○２機器分析化学後２
○○◎２有機材料化学後２
○○◎２無機反応化学後２
◎◎◎２化学統計学後２
◎◎◎２化学熱力学後２
◎◎◎２化学情報処理後２
◎○◎２有機合成化学後２
◎○◎２生体物質化学Ⅰ後２
●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅱ後２
●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅲ後２
◎○◎２分子構造解析前３
◎◎○２環境科学前３
○◎○２環境プロセス前３
◎◎○２環境分析化学前３
○◎○２応用熱力学前３
◎◎○２バイオインフォマティクス前３
◎○○２細胞生物学前３
○◎○２応用熱力学前３
○○◎２高分子合成化学前３
◎○○２生体物質化学Ⅱ前３
○○◎２無機材料化学前３
◎◎◎２物性化学前３
◎○○２ケミカルバイオロジー前３
●●●２技術者倫理前３
●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅳ前３
●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅴ前３
◎○○２先端生命工学後３
○◎◎２有機工業化学後３
○○◎２高分子材料後３
◎○◎２光機能化学後３
◎◎○２生物反応工学後３
○○◎２生命無機化学後３
○◎○２分離工学後３
○◎◎２電気化学前３
●●●２ゼミナール後３

●●●２生命応用化学実験及び演習Ⅵ
（卒業研究準備実験及び演習）後３

◎◎◎１技術英語後４
●●●６卒業研究通年４

技術英語は全員履修すること。
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９　平成２９年度カリキュラム（１～４年次生）の卒業に必要な専門科目の必修科目は以下のとおり

です。下の表で（　）内の数字は単位数，［　］内の数字は設置学年を意味します。

　　ただし，４年次開講の技術英語（１単位）は全員履修すること。

生命化学Ⅰ　　　　（２）［１］
生命化学Ⅱ　　　　（２）［１］
無機化学Ⅰ　　　　（２）［１］
有機化学Ⅰ　　　　（２）［１］
化学工学Ⅰ　　　　（２）［１］
分析化学　　　　　（２）［２］
物理化学　　　　　（２）［２］
無機化学Ⅱ　　　　（２）［２］
有機化学Ⅱ　　　　（２）［２］
化学工学Ⅱ　　　　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅰ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅱ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅲ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅳ　（２）［３］
生命応用化学実験及び演習Ⅴ　（２）［３］
生命応用化学実験及び演習Ⅵ　（２）［３］
ゼミナール　　　　（２）［３］
技術者倫理　　　　（２）［３］
卒業研究　　　　　（６）［４］ 

必　
　

修　
　

科　
　

目

１９科目４２単位

生
命
応
用
化
学
科
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１０　平成２５年度カリキュラム（５～８年次生）の卒業に必要な専門科目の必修科目は以下のとおり

です。下の表で（　）内の数字は単位数，［　］内の数字は設置学年を意味します。

生命応用化学入門（２）［１］
化学情報処理入門（２）［１］
無機化学Ⅰ　　　　（２）［１］
有機化学Ⅰ　　　　（２）［１］
生命化学Ⅰ　　　　（２）［１］
化学数学Ⅰ　　　　（２）［１］
無機化学Ⅱ　　　　（２）［２］
有機化学Ⅱ　　　　（２）［２］
生命化学Ⅱ　　　　（２）［２］
分析化学　　　　　（２）［２］　
物理化学　　　　　（２）［２］
化学工学Ⅰ　　　　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅰ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅱ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅲ　（２）［２］
生命応用化学実験及び演習Ⅳ　（２）［３］
生命応用化学実験及び演習Ⅴ　（２）［３］
生命応用化学実験及び演習Ⅵ　（２）［３］
化学技術者倫理　　（２）［３］
化学技術英語　　　（１）［４］
卒業研究　　　　　（６）［４］

必　
　

修　
　

科　
　

目

２１科目４５単位
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Ⅱ　２年次生

１　「生命応用化学実験及び演習Ⅰ」，「生命応用化学実験及び演習Ⅱ」及び「生命応用化学実験

及び演習Ⅲ」を履修する場合は，同一年度に受講しなければなりません。

２　３年次生以上の授業時間割表に設置されている授業科目は履修できません。

Ⅲ　３年次生

１　「生命応用化学実験及び演習Ⅳ～Ⅵ」を履修する場合は，同一年度に同時に履修してください。

２　「ゼミナール」を履修してください。

Ⅳ　４年次生（５年次生以上を含む）

１　「技術英語」と「卒業研究」は，同一年度に同時に履修し，両授業科目とも同じ指導教員の

もとで学ばなければなりません。

２　「卒業研究」の履修者（全員）は，卒業研究発表会で研究の成果を発表し，卒業研究論文を

提出しなければなりません。

３　就職のための推薦状（学部長名）は，卒業見込証明書発行の条件が満たされた学生に発行さ

れます。

生
命
応
用
化
学
科



－　７０　－

　別　表

担当者卒業研究担当室名と研究内容

佐藤（健）・小林（以）・
佐藤（公）

（環境化学計測，地球環境化学，リサイクル化学，
　電気化学，無機分析化学，資源環境化学）環境分析化学

上野（俊吉）（高温セラミックス材料，材料組織制御，耐環境皮膜）無機材料化学

根本・市川（有機合成化学，高分子合成化学）有機材料化学

玉井（分子認識材料，分子認識触媒）分子認識工学

春木（生命化学，生物科学）生命分子工学

齋藤（義）（核酸化学，生物有機化学）ナノバイオ

石原（バイオマテリアル・コロイド化学）生体材料工学

奥山（レーザー分子分光学，新規分光法開発，環境放射能測定）光物理化学

児玉（化学工学熱力学，地球環境工学，超臨界流体技術）環境化学工学

田中（裕）（環境リサイクル高圧技術，環境汚染物資処理技術，
　廃棄物処理工学）環境システム

岸（細胞周期・細胞内シグナル伝達の制御機構の解明）分子遺伝学

内野（無機生体材料，複合材料）生体無機化学

山岸（賢）（計算化学，構造生物学，in silico創薬，量子化学）バイオインフォマティクス

加藤（反応物理化学，光化学）光エネルギー変換

沼田（環境リサイクルプロセス，レーザ分析化学）環境照射化学

平野（展）（蛋白質工学，合成生物学）酵素学

小林（厚）（糖質生命化学，糖鎖工学）糖質生命化学
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カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

２自主創造の基礎　２１０００６１２生命応用化学入門８５０２１
４年次開講の「化学情報処理入門B（集中講義）」を履修する・・・・・・・・・・２化学情報処理入門８５０３１

２無機化学Ⅰ１０５０５１２無機化学Ⅰ８５０７１
２有機化学Ⅰ１０５０９１２有機化学Ⅰ８５１１１
２生命化学Ⅰ１０５１４１２生命化学Ⅰ８５１７１
２工科系数学Ⅳ１００４７１２化学数学Ⅰ８５３５１
２環境科学１０５０２３２環境科学８５０４２
２分析化学１０５０３２２分析化学８５０５２
２無機化学Ⅱ１０５０６２２無機化学Ⅱ８５０８２
２物理化学１０５０７２２物理化学８５０９２
２量子化学１０５０８２２量子化学８５１０２
２有機化学Ⅱ１０５１０２２有機化学Ⅱ８５１２２
２化学工学Ⅰ１０５１１１２化学工学Ⅰ８５１３２
２化学工学Ⅱ１０５１２２２化学工学Ⅱ８５１４２

開講しない・・・・・・・・・・２基礎固体化学８５１５２
２無機反応化学１０５１３２２固体化学８５１６２
２生命化学Ⅱ１０５１５１２生命化学Ⅱ８５１８２
２生命応用化学実験及び演習Ⅰ１０５１６２２生命応用化学実験及び演習Ⅰ８５１９２
２生命応用化学実験及び演習Ⅱ１０５１７２２生命応用化学実験及び演習Ⅱ８５２０２
２生命応用化学実験及び演習Ⅲ１０５１８２２生命応用化学実験及び演習Ⅲ８５２１２
２機器分析化学１０５２２２２環境化学計測８５２５２
２有機合成化学１０５２６２２有機合成化学８５２９２
２工科系数学V１００５１２２化学数学Ⅱ８５３６２
２化学統計学１０５３２２２化学統計学８５３７２
２化学熱力学１０５３３２２化学熱力学８５３８２
２生体物質化学Ⅰ１０５３６２２生体物質化学Ⅰ８５４１２
２有機材料化学１０５４０２２有機材料化学８５４５２
２ゼミナール１０５４８３２化学・バイオ産業セミナー８５０１３
２環境分析化学１０５０４３２無機分析化学８５０６３
２生命応用化学実験及び演習Ⅳ１０５１９３２生命応用化学実験及び演習Ⅳ８５２２３
２生命応用化学実験及び演習Ⅴ１０５２０３２生命応用化学実験及び演習Ⅴ８５２３３
２生命応用化学実験及び演習Ⅵ１０５２１３２生命応用化学実験及び演習Ⅵ８５２４３
２分子構造解析１０５２３３２分子構造解析８５２６３
２生命無機化学１０５２４３２応用無機化学８５２７３
２有機工業化学１０５２５３２有機工業化学８５２８３
２光機能化学１０５２７３２光機能化学８５３０３
２応用熱力学１０５２８３２応用熱力学８５３１３
２環境プロセス１０５２９３２環境プロセス８５３２３
２化学情報処理１０５３０２２化学情報処理Ⅰ８５３３３
２バイオインフォマティクス１０５３１３２化学情報処理Ⅱ８５３４３
２物性化学１０５３４３２物性化学８５３９３
２電気化学１０５３５３２電気化学８５４０３
２生体物質化学Ⅱ１０５３７３２生命物質化学Ⅱ８５４２３
２生物反応工学１０５３８３２生物反応工学８５４３３
２細胞生物学１０５３９３２細胞生物化学８５４４３
２高分子合成化学１０５４１３２高分子合成化学８５４６３
２無機材料化学１０５４２３２セラミックス材料８５４７３
２高分子材料１０５４３３２高分子材料８５４８３

開講しない・・・・・・・・・・２資源環境化学８５４９３
開講しない・・・・・・・・・・２化学安全工学８５５０３

２分離工学１０５４４３２分離工学８５５１３
開講しない・・・・・・・・・・２火薬学８５５２３

２技術者倫理１０５４７３２化学技術者倫理８５５４３
２分子生物学１０５４５２２分子生物学８５５５３
２ケミカルバイオロジー１０５４６３２ケミカルバイオロジー８５５６３
１技術英語１００３１４１化学技術英語８５５３４
６卒業研究１０５４９４６卒業研究８５５７４

開講しない・・・・・・・・・・２FE経済分析８９０１２
開講しない・・・・・・・・・・２FE流体工学８９０２３
開講しない・・・・・・・・・・２FE静力学８９０３３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料力学８９０４３
開講しない・・・・・・・・・・２FE動力学８９０５３
開講しない・・・・・・・・・・２FE熱力学８９０６３
開講しない・・・・・・・・・・２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料科学８９０８２
開講しない・・・・・・・・・・２FE電気電子工学８９０９２
開講しない・・・・・・・・・・２FE化学・生物８９１０２
開講しない・・・・・・・・・・２FEコンピュータ工学８９１１２
新設科目につき代替履修はできない２先端生命工学１０５０１３・・・・・・・・・・

生
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修得単位チェック表
Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）

（１～４年次生用）

不足単位数修得単位数－必要単位数修得単位数必要単位数科　　　目　　　区　　　分
４単位必　　　修教 養 科 目 ８単位以上選　　　択
１０単位必　　　修外国語科目 １単位選　　　択
２単位必　　　修体 育 科 目 選　　　択
１５単位必　　　修自然科学科目 ４単位以上選　　　択
１０単位共　　　通

専門教育科目 ３２単位必　　　修
３８単位以上選　　　択

他 学 科 専 門 教 育 科 目
単 位 互 換 ・ 相 互 履 修 科 目

１２６単位以上合 計

　修得単位－卒業単位が０または正の値の場合，不足単位は０です。その値が負の値の場合，まだ修得しなければ
ならない単位があることを示しています。不足単位はその絶対値です。
　例えば教養科目（選択）を６単位修得している場合
　　　　６単位－８単位＝－２単位
　　　　　　　　　　　　よって不足単位は２となります。

不足単位数修得単位数－必要単位数修得単位数必要単位数科　　　目　　　区　　　分
１０単位以上教　養　科　目
４単位必　　　修英　　　　語

外　　国　　語 ３単位以上選　　　択
選　　　択その他の語学

１０単位以上語　学　合　計
２単位必　　　修体育スポーツⅠ・Ⅱ体　　　　育 選　　　択健康スポーツ概論
２単位必　　　修基　礎　の　化　学基　　礎　　科　　目 選　　　択
１０単位必　　　修自然科学科目 ４単位以上選　　　択
４５単位必　　　修専門教育科目 ３５単位以上選　　　択

他 学 科 専 門 教 育 科 目
単 位 互 換 ・ 相 互 履 修 科 目

１２６単位以上合 計

　修得単位－卒業単位が０または正の値の場合，不足単位は０です。その値が負の値の場合，まだ修得しなければ
ならない単位があることを示しています。不足単位はその絶対値です。
　例えば教養科目を８単位修得している場合
　　　　８単位－１０単位＝－２単位
　　　　　　　　　　　　よって不足単位は２となります。

修得単位チェック表
Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）

（５～８年次生用）
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６　情　報　工　学　科

Ⅰ　各学年共通事項

１　上級学年に設置されている授業科目は履修できません。

２　当該科目の履修に先立ち単位を修得していなければならない科目又は履修しておくことが望

ましい科目があるので，シラバス（個人ポータルサイト上）の履修条件の内容を確認してくだ

さい。

３　履修を制限する科目に関する注意事項

①　「プログラミングの基礎及び演習」を履修するためには，「プログラミング入門及び演習」

の単位を修得していなければなりません。

②　「データ構造入門及び演習」を履修するためには，「プログラミングの基礎及び演習」の単

位を修得していなければなりません。

③　「WWWとJavaプログラミング及び演習」を履修するためには，「データ構造入門及び演習」

の単位を修得していなければなりません。

④　「大規模ソフトウェア開発法及び演習」を履修するためには，「WWWとJavaプログラミン

グ及び演習」の単位を修得していなければなりません。

⑤　「データ構造とプログラミング及び演習」を履修するためには，「WWWとJavaプログラミ

ング及び演習」の単位を修得していなければなりません。

⑥　「コンパイラ及び演習」を履修するためには，「データ構造入門及び演習」の単位を修得し

ていなければなりません。

⑦　「画像情報処理及び演習」を履修するためには，「プログラミングの基礎及び演習」の単位

を修得していなければなりません。

⑧　選択必修①の３科目「ネットワーク管理技術及び演習」，「コンピュータビジョン及び演習」

及び「デジタル形状処理及び演習」では，履修者数のバランスを考慮して履修を制限する場

合があります。その場合，「ネットワーク管理技術及び演習」では情報システムコース，「コ

ンピュータビジョン及び演習」と「デジタル形状処理及び演習」では情報デザインコースの

学生の履修を優先します。

　　⑨　選択必修②の「情報工学応用演習Ⅰ」を履修する時は，組み込みシステム開発あるいはコ

ンピュータグラフィックスのいずれかの分野を選択して履修してください。同様に，「情報

工学応用演習Ⅱ」を履修する時は，データベースあるいは人工知能のいずれかの分野を選択

して履修してください。ただし，５年次生以上は，「情報工学応用Ⅰ」では組み込みシステム

開発分野，「情報工学応用演習Ⅱ」ではデータベース分野に限り履修することができます。な

お，これらの科目では，履修者数のバランスを考慮して履修を制限する場合があります。ま

た，その他の履修上の注意をガイダンス時に指示します。

　　⑩　「ゼミナール」を履修登録するためには，以下に示すいずれかの条件を満たしていなければ

情
報
工
学
科
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なりません。また，その他の履修上の注意をガイダンス時に指示します。

　　　a　本年度の学年始めにおいて，３年次生及び４年次生の場合には５２単位以上を，５年次生以

上の場合には５１単位以上を修得している。

　　　b　前年度の年間GPAが２.０以上であり，本年度の学年始めにおいて，４０単位以上を修得して

いる。

　　⑪　「卒業研究」を履修するためには，４年次生（５年次以上も含む）の学年始めに１００単位以上

を修得していなければなりません。また，その学年で卒業に必要な授業科目を履修できるこ

とが必要です。

４　「プログラミング入門及び演習」，「プログラミングの基礎及び演習」，「データ構造入門及び演

習」のクラス編成は，学期始めに６１号館１階掲示板に掲示，あるいはガイダンス時に指示しま

す。

５　３年次生以上で「WWWとJavaプログラミング及び演習」を履修する時は，３年次に設置して

ある講義と演習を履修してください。

６　資格取得のためには他学科に設置されている科目の修得が必要な場合がありますので，資格

取得希望者は，学部要覧を参照して履修してください。

７　自分の将来の進路を考え，授業科目を選択してください。３年次生までは各学年毎に年間４０

単位を修得目標として，履修科目の内容を深く修得するように努力してください。自分の進路

を考え，選択すべき授業科目は各学年のクラス担任と相談してください。

８　各クラスの担任は下表のとおりです。

Ⅱ　コースについて
　情報工学科には，下記の２つのコースが設定されています。卒業に必要な科目はコースごとに

異なりますので，各自の関心や希望に応じて計画的に履修してください。

　　⑴　情報システムコース

　　⑵　情報デザインコース

　なお，各コースの詳細は「学部要覧」に記載されていますので参照してください。

Ⅲ　１年次生
　前学期「プログラミング入門及び演習」の単位が修得できなかった時は，後学期「プログラミ

ング入門及び演習」を履修してください。

 

担　　任　　氏　　名学　年
岩　井　俊　哉，　田　中　宏　卓２　年
若　林　裕　之，　和　泉　勇　治３　年
源　田　浩　一，　関　澤　俊　弦４　年
宮　村　倫　司５年以上



－　７５　－

Ⅳ　２年次生
１　１年次「プログラミングの基礎及び演習」の単位が修得できなかった時は，前学期「プログ

ラミングの基礎及び演習」を履修してください。

２　前学期「プログラミングの基礎及び演習」の単位が修得できなかった時は，１年次後学期に設

置してある「プログラミングの基礎及び演習」を履修してください。

３　前学期「データ構造入門及び演習」の単位が修得できなかった時は，後学期「データ構造入

門及び演習」を履修してください。

４　前学期「確率統計及び演習」，「工科系数学Ⅵ」及び「工科系数学Ⅶ」の単位が修得できなかっ

た時は，後学期「確率統計及び演習」，「工科系数学Ⅵ」，「工科系数学Ⅶ」を履修してください。

Ⅴ　３年次生
１　２年次「データベース工学」の単位が修得できなかった時は，３年次前学期に設置してある

「データベース工学」を履修してください。

Ⅵ　４年次生
１　卒業見込証明書は，４年次生の学年始めに１００単位以上修得の学生に対して発行します。

Ⅶ　５年次生以上
１　卒業見込証明書は，の学年始めに１００単位以上修得の学生に対して発行します。

２　「論理回路」，「論理回路演習」の単位を修得するためには，後述のカリキュラム変更による授

業科目対応表を参照してください。

情
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カリキュラム変更による授業科目対応表（５～８年次生用）

備　　　　　考

２９年度カリキュラム
（１～４年次生）

２５年度カリキュラム
（５～８年次生）

単位授　業　科　目　名科目
コード

設置
学年単位授　業　科　目　名科目

コード
設置
学年

３コンピュータ入門及び演習１０６０１１３コンピュータ入門及び演習８６０１１
３プログラミング入門及び演習１０６０２１３プログラミング入門及び演習８６０２１
３プログラミングの基礎及び演習１０６０３１３プログラミングの基礎及び演習８６０３１
２工科系数学Ⅳ１００４８１２線形代数８６０５１
２工科系数学Ⅴ１００５２１１線形代数演習８６０６１
２コンピュータアーキテクチャ入門１０６１２１２コンピュータアーキテクチャ入門８６１６１
３データ構造入門及び演習１０６０４２３データ構造入門及び演習８６０４２
２工科系数学Ⅵ１００５５２３離散数学及び演習８６０７２ ２工科系数学Ⅶ１００５７２
３確率統計及び演習１０６０５２３確率統計及び演習８６０８２
２情報理論１０６０８２２情報理論８６１１２

論理回路及び演習（講義）を履修する３論理回路及び演習１０６１１２２論理回路８６１４２
論理回路及び演習（演習）を履修する１論理回路演習８６１５２

２コンピュータアーキテクチャⅠ１０６１３２２コンピュータアーキテクチャⅠ８６１７２
２コンピュータアーキテクチャⅡ１０６１４２２コンピュータアーキテクチャⅡ８６１８２
２データベース工学１０６１６２２データベース工学８６２０２
３WWWとJavaプログラミング及び演習１０６１７２３WWWとJavaプログラミング及び演習８６２１２
２基礎オペレーティングシステム１０６１９２２基礎オペレーティングシステム８６２３２
２符号とセキュリティ１０６２５２２符号とセキュリティ８６２９２
３画像情報処理及び演習１０６３１２３画像情報処理及び演習８６３６２
２技術者倫理１０６４６３２情報社会と技術者倫理８６４２２
２情報と職業１０６３５２２情報と職業８６４３２
２コミュニケーションスキル１０６３６２２コミュニケーションスキル８６４４２
１情報処理演習Ⅰ１０６３８３１情報処理演習Ⅰ８６４６２
３Webコンテンツ及び演習１０６４３２３Webコンテンツ及び演習８６５２２
２数値解析法１０６０６３２数値解析法８６０９３
１数値解析法演習１０６０７３１数値解析法演習８６１０３
２アルゴリズム論１０６０９３２アルゴリズム論８６１２３
３オートマトンと言語及び演習１０６１０３３オートマトンと言語及び演習８６１３３
３ソフトウェア設計法及び演習１０６１５３３ソフトウェア設計法及び演習８６１９３
３コンパイラ及び演習１０６１８３３コンパイラ及び演習８６２２３
２高度オペレーティングシステム１０６２０３２高度オペレーティングシステム８６２４３
３データ構造とプログラミング及び演習１０６２１３３データ構造とプログラミング及び演習８６２５３
２プログラミング言語１０６２２３２プログラミング言語８６２６３
３大規模ソフトウェア開発法及び演習１０６２３３３大規模ソフトウェア開発法及び演習８６２７３
２情報ネットワーク１０６２４３２情報ネットワーク８６２８３
２コンピュータネットワーク１０６２６３２コンピュータネットワーク８６３０３
３ネットワーク管理技術及び演習１０６２７３３ネットワーク管理技術及び演習８６３１３
２人工知能Ⅰ１０６２８３２人工知能８６３２３
２人工知能Ⅱ１０６２９３２知能情報処理８６３３３
２情報マネジメント１０６３０３２情報マネジメント８６３４３

開講しない・・・・・・・・・・２生産情報システム工学８６３５３
３コンピュータビジョン及び演習１０６３２３３コンピュータビジョン及び演習８６３７３
２コンピュータグラフィックス１０６３３３２コンピュータグラフィックス８６３８３
２マルチメディア１０６３４３２マルチメディア８６４０３

開講しない・・・・・・・・・・２オペレーションズリサーチ８６４１３
２ヒューマンインターフェースと音声１０６３７３２ヒューマンインターフェースと音声８６４５３
１情報処理演習Ⅱ１０６３９３１情報処理演習Ⅱ８６４７３
１企業実習１０６４０３１企業実習８６４８３
３デジタル形状処理及び演習１０６４１３３デザインと感性及び演習８６５０３
２環境と情報１０６４２３２環境と情報８６５１３
２ゼミナール１０６４７３２情報工学ゼミナール８６５５３

開講しない・・・・・・・・・・１コンピュータグラフィックス演習８６３９４
１情報工学応用演習Ⅰ１０６４４４１組み込みシステム演習８６５３４

開講しない・・・・・・・・・・１知能情報処理演習８６４９４
１情報工学応用演習Ⅱ１０６４５４１データベース開発演習８６５４４
６卒業研究１０６４８４６卒業研究８６５６４

開講しない・・・・・・・・・・２FE経済分析８９０１２
開講しない・・・・・・・・・・２FE流体工学８９０２３
開講しない・・・・・・・・・・２FE静力学８９０３３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料力学８９０４３
開講しない・・・・・・・・・・２FE動力学８９０５３
開講しない・・・・・・・・・・２FE熱力学８９０６３
開講しない・・・・・・・・・・２FE冷凍・空調８９０７３
開講しない・・・・・・・・・・２FE材料科学８９０８２
開講しない・・・・・・・・・・２FE電気電子工学８９０９２
開講しない・・・・・・・・・・２FE化学・生物８９１０２
開講しない・・・・・・・・・・２FEコンピュータ工学８９１１２
新設科目につき代替履修できない２自主創造の基礎２１０００７１
新設科目につき代替履修できない１技術英語１００３２４
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修得単位チェック表
　合格表に記載された修得単位数を以下の修得単位チェック表に記入して卒業に必要な単位数を確

認してください。

Ⅰ　修得単位チェック表（２９年度カリキュラム）

　⑴　情報システムコース

（１～４年次生用）

備　　　　　考チェック用の値修得単位数
（合格表の値）卒業要件科　目　区　分

Ｂ１＝Ａ１－４　Ａ１４単位以上必修科目
教養科目

Ｂ２＝Ａ２－８　Ａ２８単位選択科目

Ｂ３＝Ａ３－１０　Ａ３１０単位必修科目
外国語科目

Ｂ４＝Ａ４　Ａ４　選択科目

Ｂ５＝Ａ５－２　Ａ５２単位必修科目
体育科目

Ｂ６＝Ａ６　Ａ６　選択科目

Ｂ７＝Ａ７－２１　Ａ７２１単位必修科目
自然科学科目

Ｂ８＝Ａ８　Ａ８　選択科目

Ｂ９＝Ａ９－１０　Ａ９１０単位専門共通科目

専門
教育
科目

Ｂ１０＝Ａ１０－３２　Ａ１０３２単位必 修 科 目

Ｂ１１＝Ａ１１－３　Ａ１１３単位以上選択必修科目①

Ｂ１２＝Ａ１２－１　Ａ１２１単位以上選択必修科目②

Ｂ１３＝Ａ１３－２５　Ａ１３２５単位以上選択必修科目③
（コース選択必修科目）

Ｃ１＝Ａ９＋Ａ１０＋Ａ１１＋Ａ１２＋Ａ１３＋Ａ１４　Ｂ１４＝Ｃ１－７４　Ａ１４　選 択 科 目

Ｂ１５＝Ａ１５　Ａ１５　他学科専門教育科目等

Ｂ１６＝Ａ１６　Ａ１６　教職課程科目（教科に関する科目）

Ｂ１７＝Ａ１７　Ａ１７　単位互換・相互履修科目

Ａ１８はＡ１～Ａ１７の合計　Ｂ１８＝Ａ１８－１２８　Ａ１８１２８単位以上修得単位合計

〈チェックの手順〉
　「修得単位数」欄のＡ１～Ａ１７に，ガイダンス時に配布された合格表から，合格した科目の合計単位
数を転記する。
　Ａ１～Ａ１７の値の合計をＡ１８に記入する。
　「チェック用の値」欄に示した式に従ってＢ１～Ｂ１８の値を計算する。
　Ｂ１～Ｂ１８の値の中に負の値があるときは卒業単位不足である。
　Ａ１８が１００単位未満のときには卒業研究に着手できない。
　Ａ１８が１２８単位未満であるときは卒業単位不足である。

情
報
工
学
科



－　７８　－

　⑵　情報デザインコース

（１～４年次生用）

備　　　　　考チェック用の値修得単位数
（合格表の値）卒業要件科　目　区　分

Ｂ１＝Ａ１－４　Ａ１４単位以上必修科目
教養科目

Ｂ２＝Ａ２－８　Ａ２８単位選択科目

Ｂ３＝Ａ３－１０　Ａ３１０単位必修科目
外国語科目

Ｂ４＝Ａ４　Ａ４　選択科目

Ｂ５＝Ａ５－２　Ａ５２単位必修科目
体育科目

Ｂ６＝Ａ６　Ａ６　選択科目

Ｂ７＝Ａ７－２１　Ａ７２１単位必修科目
自然科学科目

Ｂ８＝Ａ８　Ａ８　選択科目

Ｂ９＝Ａ９－１０　Ａ９１０単位専門共通科目

専門
教育
科目

Ｂ１０＝Ａ１０－３２　Ａ１０３２単位必 修 科 目

Ｂ１１＝Ａ１１－３　Ａ１１３単位以上選択必修科目①

Ｂ１２＝Ａ１２－１　Ａ１２１単位以上選択必修科目②

Ｂ１３＝Ａ１３－２５　Ａ１３２５単位以上選択必修科目③
（コース選択必修科目）

Ｃ１＝Ａ９＋Ａ１０＋Ａ１１＋Ａ１２＋Ａ１３＋Ａ１４　Ｂ１４＝Ｃ１－７４　Ａ１４　選 択 科 目

Ｂ１５＝Ａ１５　Ａ１５　他学科専門教育科目等

Ｂ１６＝Ａ１６　Ａ１６　教職課程科目（教科に関する科目）

Ｂ１７＝Ａ１７　Ａ１７　単位互換・相互履修科目

Ａ１８はＡ１～Ａ１７の合計　Ｂ１８＝Ａ１８－１２８　Ａ１８１２８単位以上修得単位合計

〈チェックの手順〉
　「修得単位数」欄のＡ１～Ａ１７に，ガイダンス時に配布された合格表から，合格した科目の合計単位
数を転記する。
　Ａ１～Ａ１７の値の合計をＡ１８に記入する。
　「チェック用の値」欄に示した式に従ってＢ１～Ｂ１８の値を計算する。
　Ｂ１～Ｂ１８の値の中に負の値があるときは卒業単位不足である。
　Ａ１８が１００単位未満のときには卒業研究に着手できない。
　Ａ１８が１２８単位未満であるときは卒業単位不足である。



－　７９　－

修得単位チェック表
　合格表に記載された修得単位数を以下の修得単位チェック表に記入して卒業に必要な単位数を確

認してください。

Ⅱ　修得単位チェック表（２５年度カリキュラム）

　⑴　情報システムコース

（５～８年次生用）

備　　　　　考チェック用の値修得単位数
（合格表の値）卒業要件科　目　区　分

Ｂ１＝Ａ１－１０　Ａ１１０単位以上教養科目（選択科目）

Ｂ２＝Ａ２－４　Ａ２４単位必修科目（英語）
外国語
科　目 Ｂ３＝Ａ３－３　Ａ３３単位以上英　　語選択

科目 Ｃ１＝Ａ２＋Ａ３＋Ａ４　Ｂ４＝Ｃ１－１０　Ａ４　他外国語

Ｂ５＝Ａ５－２　Ａ５２単位必修科目
体育科目

Ｂ６＝Ａ６　Ａ６　選択科目

Ｂ７＝Ａ７　Ａ７　基　礎　科　目

Ｂ８＝Ａ８－４　Ａ８４単位必 修 科 目自然
科学
科目 Ｃ２＝Ａ８＋Ａ９　Ｂ９＝Ｃ２－１４　Ａ９　選 択 科 目

Ｂ１０＝Ａ１０－４８　Ａ１０４８単位必 修 科 目

専門
教育
科目

Ｂ１１＝Ａ１１－４　Ａ１１４単位以上選択必修科目①

Ｂ１２＝Ａ１２－２５　Ａ１２２５単位以上選択必修科目②
（コース選択必修科目）

Ｃ３＝Ａ１０＋Ａ１１＋Ａ１２＋Ａ１３　Ｂ１３＝Ｃ３－８０　Ａ１３　選 択 科 目

Ｂ１４＝Ａ１４　Ａ１４　他学科専門教育科目等

Ｂ１５＝Ａ１５　Ａ１５　グローバルエンジニア関連科目

Ｂ１６＝Ａ１６　Ａ１６　教職課程科目（教科に関する科目）

Ｂ１７＝Ａ１７　Ａ１７　単位互換・相互履修科目

Ａ１８はＡ１～Ａ１７の合計　Ｂ１８＝Ａ１８－１２６　Ａ１８１２６単位
以上修得単位合計

〈チェックの手順〉
　「修得単位数」欄のＡ１～Ａ１７に，ガイダンス時に配布された合格表から，合格した科目の合計単位
数を転記する。
　Ａ１～Ａ１７の値の合計をＡ１８に記入する。
　「チェック用の値」欄に示した式に従ってＢ１～Ｂ１８の値を計算する。
　Ｂ１～Ｂ１８の値の中に負の値があるときは卒業単位不足である。
　Ａ１８が１００未満のときには卒業研究に着手できない。
　Ａ１８が１２６未満であるときは卒業単位不足である。

情
報
工
学
科



－　８０　－

　⑵　情報デザインコース

（５～８年次生用）

備　　　　　考チェック用の値修得単位数
（合格表の値）卒業要件科　目　区　分

Ｂ１＝Ａ１－１０　Ａ１１０単位以上教養科目（選択科目）

Ｂ２＝Ａ２－４　Ａ２４単位必修科目（英語）
外国語
科　目 Ｂ３＝Ａ３－３　Ａ３３単位以上英　　語選択

科目 Ｃ１＝Ａ２＋Ａ３＋Ａ４　Ｂ４＝Ｃ１－１０　Ａ４　他外国語

Ｂ５＝Ａ５－２　Ａ５２単位必修科目
体育科目

Ｂ６＝Ａ６　Ａ６　選択科目

Ｂ７＝Ａ７　Ａ７　基　礎　科　目

Ｂ８＝Ａ８－４　Ａ８４単位必 修 科 目自然
科学
科目 Ｃ２＝Ａ８＋Ａ９　Ｂ９＝Ｃ２－１４　Ａ９　選 択 科 目

Ｂ１０＝Ａ１０－４８　Ａ１０４８単位必 修 科 目

専門
教育
科目

Ｂ１１＝Ａ１１－４　Ａ１１４単位以上選択必修科目①

Ｂ１２＝Ａ１２－２５　Ａ１２２５単位以上選択必修科目②
（コース選択必修科目）

Ｃ３＝Ａ１０＋Ａ１１＋Ａ１２＋Ａ１３　Ｂ１３＝Ｃ３－８０　Ａ１３　選 択 科 目

Ｂ１４＝Ａ１４　Ａ１４　他学科専門教育科目等

Ｂ１５＝Ａ１５　Ａ１５　グローバルエンジニア関連科目

Ｂ１６＝Ａ１６　Ａ１６　教職課程科目（教科に関する科目）

Ｂ１７＝Ａ１７　Ａ１７　単位互換・相互履修科目

Ａ１８はＡ１～Ａ１７の合計　Ｂ１８＝Ａ１８－１２６　Ａ１８１２６単位
以上修得単位合計

〈チェックの手順〉
　「修得単位数」欄のＡ１～Ａ１７に，ガイダンス時に配布された合格表から，合格した科目の合計単位
数を転記する。
　Ａ１～Ａ１７の値の合計をＡ１８に記入する。
　「チェック用の値」欄に示した式に従ってＢ１～Ｂ１８の値を計算する。
　Ｂ１～Ｂ１８の値の中に負の値があるときは卒業単位不足である。
　Ａ１８が１００未満のときには卒業研究に着手できない。
　Ａ１８が１２６未満であるときは卒業単位不足である。



－　８１　－

　　学部要覧【抜粋版】
　　　　２９年度カリキュラム
　　　　２５年度カリキュラム

学
部
要
覧【
抜
粋
版
】

　

年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

２９



－　８２　－



－　８３　－

　　　２９年度カリキュラム
　　　　　平成２９年度入学
　　　　　平成３０年度入学
　　　　　平成３１年度入学
　　　　　令和２年度入学

学
部
要
覧【
抜
粋
版
】

　

年
度
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ュ
ラ
ム
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－　８４　－

【２９年度カリキュラム】



－　８５　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
覧【
抜
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】
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ム
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－　８６　－

【２９年度カリキュラム】



－　８７　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
覧【
抜
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】

　

年
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－　８８　－

【２９年度カリキュラム】



－　８９　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
覧【
抜
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版
】

　

年
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２９



－　９０　－

【２９年度カリキュラム】



－　９１　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
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抜
粋
版
】

　

年
度
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キ
ュ
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ム
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－　９２　－

【２９年度カリキュラム】



－　９３　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
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】
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－　９４　－

【２９年度カリキュラム】



－　９５　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
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抜
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】
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【２９年度カリキュラム】



－　９７　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
覧【
抜
粋
版
】

　

年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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－　９８　－

【２９年度カリキュラム】



－　９９　－

【２９年度カリキュラム】
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－　１００　－

【２９年度カリキュラム】



－　１０１　－

【２９年度カリキュラム】
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【２９年度カリキュラム】



－　１０３　－

【２９年度カリキュラム】
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【２９年度カリキュラム】



－　１０５　－

【２９年度カリキュラム】

学
部
要
覧【
抜
粋
版
】

　

年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

２９
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－　１０７　－

　　　２５年度カリキュラム
　　　　　平成２５年度入学
　　　　　平成２６年度入学
　　　　　平成２７年度入学
　　　　　平成２８年度入学
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－　１３１　－

　Ｄ　単位認定制度



－　１３２　－

Ｉ　日本大学相互履修制度
■　日本大学相互履修制度について

　日本大学では，平成７年度から日本大学相互履修に関する規則を制定し，本学学生が在籍する

学部以外の学部の授業科目を履修できる相互履修制度を実施しています。

　この趣旨は

　学生の自主的学修意欲とその多様性に応えるべく，本学の多分野・学際領域にわたる教育・研

究上の総合力を発揮して，学生の履修の幅の拡大及び専攻を異にする学生の共同学修による履修

の深度の増大と活性化を図るため，全学的規模における相互履修制度を実施することにあります。

　１　相互履修科目について

各学部から相互履修科目が指定されます（教務課窓口で閲覧可能）。

　２　相互履修科目の単位認定について

履修科目の選択には特に制限を設けていませんが，履修できる単位数は３０単位以内です。

ただし，卒業に必要な単位数の認定条件は下表のとおりです。

 平成１７年度～入 学 年 度

２５年度／２９年度カリキュラムカ リ キ ュ ラ ム

学科・コース毎に定める総合選択単位数以内卒業要件として
認められる単位数

総合選択単位の一部として扱う卒 業 要 件

評価基準による成績評価成 績



－　１３３　－

　３　相互履修科目の履修方法について

希望者は下の手順を参考にして相互履修届を提出してください。ただし，受講に際しては，受

入れ学部の事情等により承認を得た学生のみの受講となるので注意してください。

注１　工学部教務課で所定用紙を受取り，必要事項を記入して，受入れ学部が指定する期間内に受

入れ学部の教務課に提出すること。また，学部要覧，時間割などは教務課にあるので参照のこと。

　　　相互履修届を提出する以前であっても相互履修科目を受講することができる。

注２　受入れ学部での相互履修科目受講料は徴収しない。

注３　定期試験は，受入れ学部で受験すること。ただし，工学部の定期試験と重なり受験できない

場合は，例外措置として在籍学部で受験できる。

　　　定期試験の時間割は，実施２週間前に在籍学部（工学部）に連絡される。

工学部の学生が他学部の相互履修科目を受講する場合の手順

受入れ学部
 （工学部を除く13学部）

相互履修科目
 （受入れ学部で選定）

通知

告知

相互履修届に記入

履修の可否を決定

通知

工学部
（教務課）

通知
（成績表）

学生通知

受入れ学部にて
受講する

定期試験を受験

学業成績決定

（注１）

（注２）

（注３）

（４月に教務課窓口で閲覧）

（工学部）
在籍学部

（学生）

工学部

学生

13学部からの相互履修科目について
①履修を認める科目を決定
②卒業要件とするか否を決定

工学部
（教務課）

通知
（呼出し）

学生

履修条件等を考慮して
履修するか否を決める
 （履修を希望する場合）

受入れ学部

単
位
認
定
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Ⅱ　単位互換制度
■　単位互換制度について

　この制度は，日本大学工学部と他大学間で相互に協定を締結し，これらの大学に所属する学生

が他大学の講義を受講し修得した単位を，その学生の所属する大学の単位として認定できるよう

にする制度で，アカデミア・コンソーシアムふくしま加盟大学間相互単位互換制度といいます。

　１　単位互換科目

　受入れ大学（他大学）が指定する授業を受講します。

（教務課窓口で４月上旬から閲覧可能）

　２　単位互換科目の単位認定について

　卒業に必要な科目として認定される単位数は，下表のとおりです。

　３　対象学年

　学部２年次生以上

　４　出願方法・出願期間・出願書類提出場所

　希望者は工学部の教務課で所定の申込手続きをしてください。

出願期間は，前学期開講科目・通年科目については，４月上旬です。後学期開講科目の出願期間に

ついては，受入れ大学によって４月上旬であったり，９月以降であったりと出願期間が大きく異

なる場合がありますので，教務課窓口で単位互換科目を閲覧する際，あわせて確認してください。

　提出書類は，「特別聴講学生出願書」を工学部教務課窓口で受取り，必要事項を記入して工

学部教務課に提出してください。

　なお，受講料等は無料です。

５　履修許可及び履修手続き

平成１７年度～入 学 年 度

２５年度／２９年度カリキュラムカ リ キ ュ ラ ム

学科・コース毎に定める総合選択単位数以内卒業要件として
認められる単位数

総合選択単位の一部として扱う卒 業 条 件

認　　　定成 績

【アカデミア・コンソーシアムふくしま単位互換協定校】

　日本大学工学部，郡山女子大学及び郡山女子大学短期大学部の他，次の大学，短期大学及び
高等専門学校が加盟しています。
・会津大学　・医療創生大学（いわき明星大学）　・東日本国際大学　・福島学院大学
・福島県立医科大学　・福島大学　・会津大学短期大学部　・いわき短期大学
・桜の聖母短期大学　・福島学院大学短期大学部　・福島工業高等専門学



－　１３５　－

注１　教務課で所定用紙を受取り，期限内に提出のこと。また，時間割や講義内容など必要な資料

は教務課にあるので参照のこと。なお，受入れ大学と工学部の授業は，重複しての履修登録は

できないので注意すること。

注２　定期試験は，受入れ大学で受験すること。ただし，工学部の定期試験等と重なり受験できな

い場合は，受入れ大学の教務課に申し出て指示を受けること。試験時間割等は受入れ大学の掲

示にて連絡する。

注３　他大学には学生駐車場がないので，車等での通学はできません。

 

工学部の学生が他大学の単位互換科目を受講する場合の手順

受入れ大学（他大学）

単位互換科目の決定
（受入れ大学で選定）

通知

所属大学
工学部

工学部

卒業要件とするか否を決定

開講科目告知

工学部教務課に提出

学生

学生

学生

通知通知

通知

工学部受入れ大学

履修許可者を決定

受講開始

定期試験等受験

学業成績決定

工学部
（教務課）

工学部
（教務課）

通知
（成績表）

（注1）

出願書類
（所定用紙）に記入

学生

（注 2）

（注 3）

出願票送付

単
位
認
定
制
度
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Ⅲ　英語検定試験を利用した単位認定制度
　平成１５年度から英語検定試験を利用した単位認定制度を実施しています。この制度は英語検定試

験の結果がある一定水準に達した学生に対し，正課授業（英語）の単位の一部を認定するものです。

本制度の内容は以下のとおりです。

１　単位認定に利用できる英語検定試験の種類

　　以下の３種類とする。

　①　Test of English for International Communication（TOEIC）（TOEIC IPを含む）

　②　Test of English as a Foreign Language（TOEFL）（TOEFL IPを含む）

　③　実用英語技能検定試験（英検）

２　認定基準・認定単位数

　　以下の表のとおりとする。

なお，単位認定の申請は，TOEIC，TOEFL，英検の３つのうち，それぞれのレベルで１つ以

上の条件を満たした者ができる。また，下位の基準により単位認定を受けた者が，新たに上位の

基準を満たし申請した場合，上位の基準以内で認定する。

３　評　価　成　績

　　成績はスコアや資格（級位）によらず「認定」とする。

４　認定対象科目

　①　必修科目・選択科目の区別なく英語の授業科目全てを認定可能な科目とする。

　②　英語検定試験結果は，検定試験の種類に関係なく，英語の全ての授業科目に利用できる。

　③　単位の認定は，単位未修得科目に限って行う。

５　申　請　方　法

　①　単位認定を受けようとする者は，外国語教室の指導を受けた後，単位認定申請書（別に定め

る）にスコアや資格（級位）を証明できる書類を添付して，履修中止期間までに教務課に提出

する。認定申請科目の受講については，受講しないことも可とする。なお，単位認定は検定試

験結果による。

　②　単位認定を申請する際，それぞれのレベルごとに定められた上限の単位数に達しない範囲で

申請した場合，次学期以降，同一レベルで追加して申請することができる。ただし，単位数の

合計がそのレベルの上限を超えない範囲とする。管理は教務課が行う。

６　適　　　用

　平成１５年度以降に入学した者に適用する。 

認定単位数英　検TOEFL（iBT値／CBT値）TOEICレベル

６単位を上限とする
４単位を上限とする
２単位を上限とする

準１級以上

２級

５５０（７９／２１３）点以上
４８７（５７／１６３）～５４９（７８／２１２）点
４５０（４５／１３３）～４８６（５６／１６２）点

７５０点以上
６００～７４９点
５００～５９９点

１
２
３
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Ⅳ　科目等履修生として修得した大学院工学研究科における単位の認定制度
　平成１９年度から，工学部学生が科目等履修生として修得した大学院工学研究科の単位に関する認

定制度を実施しています。

　この制度は，科目等履修生として本研究科の授業科目の履修を許可された本学部の学生が修得し

た単位を，当該学生が本研究科に入学した場合に限り，大学院における修得単位として認定するも

のです。

１　履修条件

　・本学部に在学する４年次生で卒業見込みの者

　・本研究科の授業科目の履修に相応する学力を有する者

　・本研究科への進学を志望する者

２　履修科目

　科目等履修生が履修できる科目は，当該年度に開講する本研究科が認めた科目とし，履修でき

る科目数と単位数は，３科目６単位以内です。

３　出願方法等

　出願書類，出願期間，選考方法等についてはポータルサイトに掲載しますので，内容を確認の

上，希望者は教務課で所定の申込手続きをしてください。

　なお，選考料及び学費は免除されます。
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令和２年度　ク　ラ　ス　担　任

 

クラス担任学生番号クラス学年学科
○笠　野　英　行３１１００１～３１１０８３１２年

土　木　工　学　科

　前　島　　　拓３１１０８４～２２年
○中　野　和　典３０１００１～３０１０９１１３年
　子　田　康　弘３０１０９２～２３年
○金　山　　　進２９１００１～２９１０９３１４年
　手　塚　公　裕２９１０９４～　２４年
○朝　岡　良　浩５年以上
○山　田　義　文３１２００１～３１２１１３１２年

建　築　学　科

　山　岸　吉　弘３１２１１４～２２年
○齋　藤　俊　克３０２００１～３０２１０９１３年
　日比野　　　巧３０２１１０～２３年
○千　葉　正　裕２９２００１～２９２１２７１４年
　堀　川　真　之２９２１２８～２４年
○宮　崎　　　渉５年以上
○片　岡　則　之３１３００１～３１３０８３１２年

機　械　工　学　科

　田　中　三　郎３１３０８４～２２年
○岡　部　　　宏３０３００１～３０３０９１１３年
　伊　藤　耕　祐３０３０９２～２３年
○武　藤　伸　洋２９３００１～２９３１００１４年
　佐々木　直　栄２９３１０１～２４年
○齋　藤　明　徳５年以上
○乾　　　成　里３１４００１～３１４０９９１２年

電気電子工学科

　高　橋　竜　太３１４１００～２２年
○千　葉　玲　一３０４００１～３０４０８７１３年
　羽田野　剛　司３０４０８８～２３年
○嶌　田　　　聡２９４００１～２９４０９１１４年
　道　山　哲　幸２９４０９２～２４年
○西　田　　　豪５年以上
○岸　　　　　努３１５００１～３１５０５４１２年

生命応用化学科

　小　林　以　弦３１５０５５～２２年
○上　野　俊　吉３０５００１～３０５０４９１３年
　平　野　展　孝３０５０５０～２３年
○石　原　　　務２９５００１～２９５０５３１４年
　佐　藤　公　俊２９５０５４～２４年
○田　中　裕　之５年以上
○岩　井　俊　哉３１６００１～３１６０９８１２年

情　報　工　学　科

　田　中　宏　卓３１６０９９～２２年
○若　林　裕　之３０６００１～３０６１１０１３年
　和　泉　勇　治３０６１１１～２３年
○源　田　浩　一２９６００１～２９６１０５１４年
　関　澤　俊　弦２９６１０６～２４年
○宮　村　倫　司５年以上

ク　ラ　ス　担　任学　　　　　科 ２　　組１　　組
佐久間　智　央・梅　村　　　順川　崎　和　基・知　野　泰　明土 木 工 学 科
荒木田　英　禎・野　内　英　治金　　　里　美・速　水　清　孝建 築 学 科
齊　藤　　　伸・小　熊　靖　之森　　　英　嗣・西　本　哲　也機 械 工 学 科
高　野　秀　路・石　川　瑞　恵齊　藤　浩　一・髙　梨　宏　之電 気 電 子 工 学 科
菅　原　　　潤・児　玉　大　輔植　竹　大　輔・奥　山　克　彦生 命 応 用 化 学 科
宮　田　公　治・大　山　勝　徳乙　藤　隆　史・金　子　正　人情 報 工 学 科

１年次生

２年次生以上
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令和２年度　教　務　日　程
行　　　　　事　　　　　内　　　　　容月　　　　　日

２　年　次　生　以　上１　年　次　生
工学部入学式
オリエンテーションⅠ令和２年 ４月１日（水）

ガイダンス（２年次生以上）
再履修科目登録ガイダンス（２・３年次生）

プレースメントテスト
専門学科オリエンテーション４月２日（木）

ガイダンス（２年次生以上）
再履修科目登録ガイダンス（２・３年次生）

総合教育オリエンテーションⅡ
学外研修４月３日（金）

ガイダンス（２年次生以上）学外研修４月４日（土）
教職課程ガイダンス
臨床工学技士課程ガイダンス

健康診断
コンピュータ設定相談４月６日（月）

ガイダンス（２年次生）総合教育オリエンテーションⅢ
（Web履修登録）４月７日（火）

前学期授業開始
Web履修登録変更開始（４月２６日まで）４月８日（水）

昭和の日（水曜授業実施日）４月２９日（水）
みどりの日（月曜授業実施日）５月４日（月）
こどもの日（火曜授業実施日）５月５日（火）
振替休日（水曜授業実施日）５月６日（水）
前学期履修中止手続期間５月１８日（月）～５月２４日（日）
前学期授業終了７月２１日（火）
補習・再試験７月２２日（水）
夏季休業開始７月２３日（木）
夏季休業終了９月１６日（水）
後学期ガイダンス
再履修科目登録ガイダンス９月１７日（木）

後学期授業開始
Web履修登録変更（後学期）開始（９月３０日まで）９月１８日（金）

日本大学創立記念日１０月４日（日）
９月卒業・修了学位記授与式１０月９日（金）
自主創造の基礎２（ワールドカフェ）１０月１１日（日）
自主創造の基礎２（ワールドカフェ）【予備日】１０月１８日（日）
後学期履修中止手続期間１０月１９日（月）～１０月２５日（日）
振替授業（土曜授業）　※
ただし，午後休講１０月３０日（金）

北桜祭（休講）１１月１日（土）～１１月２日（日）
振替授業（金曜授業）　※１１月１８日（水）
振替授業（月曜授業）　※１１月２６日（木）
学術研究報告会１２月５日（土）
補習１２月２６日（土）
冬季休業開始１２月２７日（日）
冬季休業終了令和３年 １月１１日（月）
授業開始１月１２日（火）
休講１月１５日（金）
大学入学共通テスト（休講）１月１６日（土）
後学期授業終了１月２６日（火）
補習・再試験期間１月２７日（水）～１月２９日（金）
予備日１月３０日（土）
令和２年度卒業・修了者発表３月１１日（木）
日本大学卒業式３月２５日（木）

※　当日は，振替曜日の時間割で授業を行います。
日程は都合により変更する場合があります。変更等の連絡については，ポータルサイトにその都度掲示します。
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